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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  令和３年１１月４日（木）午前１０時   開会 

              午後 ５時２分 散会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 弘  豊 副委員長 嶋野浩一朗   委  員 村上 英明 

  委  員 西谷 知美 委  員 出口こうじ   委  員 三好 俊範 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也 

  教育総務部長 小林 寿弘  同部次長 野本 憲宏 

  同部参事兼学校教育課長 河平 浩一  教育政策課長 松田 紀子 

同課参事 北野 人士  学校教育課参事 武田 進介   

教育支援課長 山根 隆寛  生涯学習課長 中尾 昌志 

次世代育成部長 橋本 英樹  同部参事兼子育て支援課長 石原幸一郎 

  家庭児童相談課長代理 田村 浩一  こども教育課長 浅田 明典   

同課参事 中川 資子  出産育児課長 坂本 真輔 

上下水道部長 末永 利彦 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 大西 健一  同局書記 速水 知沙 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

  認定第２号 令和２年度摂津市水道事業会計決算認定の件 

  認定第３号 令和２年度摂津市下水道事業会計決算認定の件 
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（午前１０時 開会） 

○弘豊委員長 それでは、ただいまから文

教上下水道常任委員会を開会いたします。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 何かとお忙しいところ、文教

上下水央常任委員会をお持ちいただきま

して、ありがとうございます。 

 本日は、令和２年度の決算審査において、

当常任委員会所管分について審査を賜り

ます。 

 何とぞ慎重審査の上、ご認定賜りますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 一旦退席させていただきます。 

○弘豊委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会署名記録委員は村上委員

を指名いたします。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 異議なしと認め、そのよう

に決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時２分 休憩） 

（午前１０時４分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 小林教育総務部長。 

○小林教育総務部長 それでは、認定第１

号、令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決

算のうち、教育総務部が所管しております

事項につきまして、目を追ってその主なも

のについて補足説明をさせていただきま

す。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書、３６ページ、款１４使用料及び

手数料、項１使用料、目６教育使用料は、

学校施設等使用料及び公民館使用料など

でございます。 

 ４４ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目５教育費国庫補助金は、義務

教育施設整備費補助金などでございます。 

 ５２ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目８教育費府補助金は、スクールソ

ーシャルワーカー配置事業補助金などで

ございます。 

 ５４ページ、項３委託金、目３教育費委

託金は、カリキュラム・マネジメント調査

研究事業費委託金でございます。 

 款１８寄附金、項１寄附金、目１寄附金

は、教育に対する指定寄付金でございます。 

 ６４ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、小・中学校給食費負担金、日

本スポーツ振興センター掛金及びチャレ

ンジャークラブ参加負担金などでござい

ます。 

 次に、歳出でございます。 

 １３２ページ、款３民生費、項２児童福

祉費、目３児童福祉施設費は市立保育所の

管理運営経費で、保育所給食に係る賄材料

費及び維持管理に係る修繕料などでござ

います。 

 １８４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費でございます。 

 目２事務局費は、教育委員会事務局の運

営全般に係る経費で、こども安全巡視及び

校務補助に係る会計年度任用職員報酬や、

交通専従員業務委託料及び小学校・幼稚園

の受付委託料などでございます。 

 １８８ページ、目３教育センター費は、

心理相談及び教育支援に係る会計年度任

用職員報酬、施設維持管理に係る経費など

でございます。 
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 １９０ページ、目４教育指導費は、小学

１年生等学級補助及び学校読書活動推進

に係る会計年度任用職員報酬や、小・中学

校での英語教育推進に係る英語指導助手

派遣委託料及び摂津ＳＵＮＳＵＮ塾開催

に係る学習指導委託料などでございます。 

 １９４ページ、目５人権教育指導費は、

教育研究会負担金などでございます。 

 項２小学校費、目１学校管理費は、小学

校１０校の施設維持管理などに係る修繕

料や、光熱水費などでございます。 

 １９６ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 １９８ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬や、児童、教職員に対す

る各種健康診断委託料及び学校管理下に

おける児童の負傷等に対応するための日

本スポーツ振興センター負担金などでご

ざいます。 

 目４学校給食費は、小学校給食に係る賄

い材料費及び給食調理業務に係る委託料

などでございます。 

 ２００ページ、目５支援学級費は、小学

校の支援学級運営に係る経費でございま

す。 

 項３中学校費、目１学校管理費は、中学

校５校の施設維持管理などに係る修繕料

や、光熱水費などでございます。 

 ２０２ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 ２０４ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬や、生徒、教職員に対す

る各種健康診断委託料及び日本スポーツ

振興センター負担金などでございます。 

 目４学校給食費は、中学校給食に係る賄

材料費及び給食調理業務等委託料などで

ございます。 

 ２０６ページ、目５支援学級費は、中学

校の支援学級運営に係る経費でございま

す。 

 項４幼稚園費、目１幼稚園管理費は、幼

稚園３園の施設維持に係る修繕料など、管

理経費でございます。 

 ２０８ページ、項５社会教育費、目１社

会教育総務費は、摂津市史編さんに係る会

計年度任用職員報酬や、学校体育施設開放

事業委託料など、社会教育事務に係る経費

でございます。 

 ２１０ページ、目２青少年対策費は、学

童保育施設維持管理に係る修繕料及び成

人祭に係る経費などでございます。 

 ２１２ページ、目３公民教育費は、せっ

つ生涯学習大学事業や、生涯学習フェステ

ィバル開催事業に係る経費などでござい

ます。 

 ２１４ページ、目４公民館費は、公民館

に係る会計年度任用職員報酬、講座開催、

施設維持管理に係る経費などでございま

す。 

 ２１６ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護に係る経費でございます。 

 項６図書館費、目１図書館総務費は、摂

津市民図書館等協議会に係る経費でござ

います。 

 目２図書館管理費は、市民図書館及び鳥

飼図書センターの管理運営に係る経費で

ございます。 

 以上、教育総務部の所管いたします令和

２年度一般会計歳入歳出決算内容の補足

説明とさせていただきます。 

○弘豊委員長 説明が終わり、質疑に入り

ます。 

 それでは、村上委員。 

○村上英明委員 決算ということで、今回

部別に審査ということになりまして、今日

は教育総務部ということで、またよろしく
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お願いいたします。 

 私のほうから質問ということで、全部で

とりあえず１２項目ほどございます。 

まず１番目ですね。決算書の４４ページ

でございます。款１５、項２、目５の教育

費国庫補助金という中に、節６ということ

で、学校臨時休業対策費補助金というのが

ございます。 

 これは、補助率が４分の３ということで、

１１９万３，０００円ということであった

と思いますが、この補助金を使った支出内

容について、まず１回目、ご答弁お願いし

たいなというふうに思います。 

 ２番目でございます。 決算書の５４ペ

ージになります。款１６、項３、目３の教

育費委託金という中に、節１ということで、

先ほども概略説明ございましたが、カリキ

ュラム・マネジメント調査研究事業費委託

金というのがあります。補助率が１０分の

１０ということでありますけども、これは

学校資源を有効に活用していくとかいう

ことであったかと思います。これは令和２

年度の予算の中で、今年は実践校を指定し

てやっていきたいというようなことも言

われておられたと思いますけども、その実

践された学校の名前と、あと具体的な、ど

ういう内容で実施をされたのかというこ

とでお尋ねをしたいと思います。 

 ３番目でございます。６４ページのとこ

ろで、先ほども概略説明がありましたけど

も、款２０、項４、目４雑入という中に、

小学校と中学校の給食費負担金が計上さ

れておりまして、中学校では８５０万円ほ

ど、小学校では１億２，４５３万円ほどと

いうことで、計上されているんですが、こ

の中で滞納の状況をお尋ねしたいなとい

うふうに思います。 

 次は、４番目でございます。ここから歳

出にいきますが、１８４ページのところで、

款９、項１、目１の教育委員会費という中

に負担金、補助及び交付金ということがあ

るんですが、この備考の中に、大阪府都市

教育委員会連絡協議会負担金ということ

で、６万６，５００円が計上されておりま

す。 

 この令和２年度の協議会において、協議

案件等々、どういうものがあったのかとい

うことで、内容を含めてお尋ねをしたいと

思います。 

 次は、５番目でございます。１８６ペー

ジになります。款９、項１、目２事務局費

ということで、報償金が計上されておりま

す。この中にランドセルの購入が含まれて

いると思うんですが、令和２年度の中で、

購入の個数と、また色は赤と青だったとい

うふうに思いますが、それぞれ配付された

数をお尋ねしたいなというふうに思いま

す。 

 ６番目でございます。１８８ページにな

ります。款９、項１、目２事務局費の中の

節１２委託料で、交通専従員業務委託料と

いうものがあります。 

 これは小学生の登下校の見守り等々も

していただいておると思いますが、その人

数についてお尋ねをしたいなというふう

に思います。 

 次に７番目でございます。同じページの

同じ節１２委託料の中に、受付委託料とい

うもので７２３万７，８７５円があります

けども、この受付業務の人数と、あとロー

テーションされてると思うんですが、その

状況と、もう一つ、受付をされている方の

年齢、平均でも構わないんですが、その年

齢状況をお尋ねしたいなというふうに思

います。 

 次、８番目。１９２ページのところでご
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ざいます。これもちょっと概略説明でもご

ざいましたけれども、款９、項１、目４、

節１２委託料という中に、学力定着度調査

委託料というので、４５３万９，６１５円

が決算として上げられておりますけれど

も、これまで学力が上がってきたというよ

うなこともお聞きをしております。 

 学力定着をどのように令和２年度の中

で認識されておられたのかをお尋ねした

いなというふうに思います。 

 次、９番目、１９２ページ節１２の委託

料の中で、英語指導助手派遣業務委託料と

いうものが、決算で２，４３４万５，８８

２円ということで計上されております。 

 これは英語を使った言語活動の充実

等々、またコミュニケーション能力を高め

ていこうということであったと思います

が、この英語を使った言語活動の充実や育

成というものを、どういう形でこの令和２

年度の中で認識をされておられるのかと

いうことを１回目でお尋ねしたいなと思

います。 

 次は、１０番目でございます。１９６ペ

ージのところで、款９、項２、目１、節１

２委託料という中で、統合型校務支援シス

テム保守委託料というのが計上されてい

ます。 

 このページでは小学校の部分なんです

けれども、小学校では１６６万３，２００

円、中学校は約８３万円ということですけ

れども、この支援システムを導入した効果

というものをどういうふうに認識されて

おられるのかということでお尋ねしたい

なと思います。 

 次は、１１番目でございます。２１２ペ

ージのところで、生涯学習課になると思い

ますが、款９、項５、目２、節１８の負担

金、補助及び交付金という中に、青少年団

体活動振興補助金というのがあります。 

 決算は７９万円ですが、特にこの事務報

告書を見る中において、こども会の育成連

絡協議会の会員数が減少してるというの

が、ちょっと目に付いたところでございま

す。 

 これは、令和元年度から比較をしまして、

４割も減少したというようなことであり

ましたので、その内容についてお尋ねをし

たいなと思います。 

 次は最後ですね。１２番目でございます。 

決算書の２１４ページになります。款９、

項５、目３、節１２委託料に、生涯学習フ

ェスティバル運営委員等委託料というの

があります。 

 今年は新型コロナウイルス感染拡大の

関係もあったかも分かりませんけど、決算

が６万５，２１３円ということです。昨年

度は１７０万円くらいの執行だったとい

うふうに思います。 

 その中で、ペットボトルアートの写真展

をコミュニティプラザの中で開催された

て、現場は三宅小学校の跡地だったという

ふうに思いますけども、写真展をされたと

きの感想をお尋ねしたいなというふうに

思います。以上、１回目でございます。 

○弘豊委員長 それでは答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 それでは、教育政策

課に係りますご質問に答弁申し上げます。 

 まずは１点目、歳入でございす。 

 学校臨時休業対策費補助金の使用内容

はどういったものかということでござい

ますが、令和２年度の末、２月２８日金曜

日だったかと思います。 

 国のほうから全国の学校に対して一斉

の臨時休業ということになりまして、３月

以降の給食について突然のキャンセルと
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いうことになってしまいました。間に合っ

た分については、お互いにキャンセルとい

うふうになったのですが、間に合わない分

につきましては、市町村で負担をいたしま

した。 

 また、給食費につきまして、これも学校

によるんですけれども、先に引き落としを

しているところがあり、保護者の皆さんに

返金をしなければならなくなったしだい

でございます。 

 そのときの手数料と市の負担する食材

費について、国からの補助ということでい

ただいたということになっております。 

 次に、歳出についてでございます。 

 給食費の、小学校給食の滞納についてと

いうお問いでございます。 

 小学校給食につきましては、給食の収納

率、９９．６％、令和２年度もほぼ１００％

近くではありますが、一部でお支払いいた

だけていない状況もございます。金額とい

たしましては、５１万５０８円となってお

ります。 

 次に、大阪府都市教育委員会連絡協議会

の令和２年度の議題、内容でございます。 

 大阪府の協議会においては、例えば下の

組織である三島ブロックから上がってき

た文教施策や、予算に関する取りまとめを

されていたり、府としての要望事項を国の

ほうにあげていったりするものでござい

ます。 

 また、研究、研修も活動として行ってお

られ、昨年度はまさに今のテーマでありま

す、「一人１台タブレット端末を活用した、

子どもが主体の新時代の学び」をテーマに、

オンラインで研修をされておられます。 

 次に、ランドセルの購入個数についてで

ございます。 

 ランドセルにつきましては、予備を含め

て昨年度７４８個を購入させていただき

ました。 

 色についてでございますが、赤が３５５

個、青が３３８個の配付となっております。 

 次に、交通専従員の人数についてでござ

います。 

 交通専従員の総従事者、現在、ご登録い

ただいている方は４７名でございます。 

 １日３０人体制で回していただいてお

りまして、小学校児童の登下校の安全の確

保、見守りということで、日々暑い日も寒

い日も雨の日も見守ってくださっている

ような内容になっております。 

 最後に受付員についてでございます。 

 受付員の人数につきましては、市で登録

をしていただいております個人ボランテ

ィアの方が１８名。それからシルバー人材

センターの会員にお声がけをしていただ

いております。これは月々変動があり、お

よそ５０名程度の方が従事してくださっ

ております。 

 ローテーションといたしましては、午前

の部、午後の部という、１日２枠、合計週

１０枠で回しておりまして、ほとんどの方

が１週間に２回程度入っていただいてい

る状況でございます。 

 年齢につきましては、かなり高い年齢で

ございまして、およそ７０代の後半となっ

ています。中には８０歳を超えた方もおら

れるとうかがっております。以上でござい

ます。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 それでは、学校教

育課に関わります内容についてご答弁申

し上げます。 

 まず、２番目の質問の、カリキュラム・

マネジメント調査研究事業の学校名とそ

の内容についてです。 
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 まず、学校については、摂津小学校、こ

ちらに取り組んでいただいております。 

 この事業の内容としましては、このたび

新学習指導要領が改定となりました。大き

な要素が三つあるのですけども、この三つ

が「社会に開かれた教育課程」「カリキュ

ラム・マネジメント」また、「主体的、対話

的で深い学び」であり、その中の一つにな

っています。 

 カリキュラム・マネジメントの取り組み

は教科横断的な視点や、ＰＤＣＡサイクル

による改善、資源の有効活用、こういった

ものを通して、組織的、計画的に学校の教

育活動、こちらを向上させていくことを趣

旨としております。 

 摂津小学校はその中で主に教科横断的

な視点をもった授業づくり、これを中心に

行っております。 

 具体的には年間指導計画の中で、各教科

の関連性を考えまして、授業に付けたい力

をしっかり明確にして授業づくり、授業改

善してるというものです。 

 続いて、８番目の質問。学力定着に対す

る認識についての質問に対してのご答弁

申し上げます。 

 学力定着は、その学年や、それまでに学

んだ学習内容、基礎的、基本的な内容が例

えば一定期間あったとしても、しっかり子

どもたちに残り、その内容を生かし次の学

びに活用できるということが、学力の定着

であると捉えています。 

 これらを図るために本市では学力定着

度調査を行っております。 

 令和２年度の結果としましては、これま

で年々向上し、例えば国語では、小学２年

生以外が、算数では全ての学年が過去最高

となりまして、特に国語は小学１年生、４

年生、算数は２年生を除く５学年が全国参

加者平均よりも超える状況になっていま

す。 

 定着度調査では同一集団の経年比較で、

同じ子どもたちがどれだけ力を付けてき

たかを図っているのですけれども、こちら

では２年生の国語、５年生の算数では若干

低下をしておりましたが、それ以外の全て

の学年、国語、算数で昨年度より向上して

いる結果となりまして、年々学力が高まっ

てきて、成果が見られていると捉えていま

す。 

 最後に１０番目の質問、校務支援システ

ムの導入についての効果の内容ですけど

も、この統合型校務支援システムというの

は、例えばメールやスケジュール管理、掲

示板、いわゆるグループウエアと呼ばれる

ものに加えまして、出席簿とか、成績、指

導要領といったものの情報を一括して管

理するものになっております。 

 平成３０年度の途中から一部グループ

ウエアの導入が始まって令和２年度は統

合型として導入しましたが、当初は教員が

なかなか扱いに不慣れなこともありまし

て、トラブルの対応などもあり、大きな効

果が得られたとはなかなか言いにくい状

況であったのですけども、指導主事が中心

にトラブル対応をしたり、使い方の研修な

どを実施することによって、各学校から活

用が進みまして、少しずつ効果が出てきて

いるものと捉えております。 

 しかしながら、各学校では新型コロナウ

イルス感染予防対策などの対応が昨年度

は多く発生したので、総合的に時間外勤務

には、まだまだ課題がありまして、学校現

場を支えて、また働き方改革について今後

も取り組んでいかないとならないと捉え

ています。以上です。 

○弘豊委員長 それでは、続いて山根課長。 
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○山根教育支援課長 教育支援課所管分、

９番目のご質問、英語指導助手派遣業務委

託料について、ご答弁申し上げます。 

 本事業ではネイティブスピーカーを外

国人英語指導助手として、小学校に週１日、

学級数、クラス数の多い学校につきまして

は週２日、中学校に週３日配置をしまして、

教員と英語でやり取りをしましたり、発表

の手本を示したりし、本物の英語に子ども

が触れる機会をつくっております。 

 これによって言語活動の充実を図って

いるところでございます。 

 また、英語はやはりコミュニケーション

をとるためのものでございます。 

 子どもたちは外国人英語指導助手が英

語しか話せないというふうに思っており

ますので、コミュニケーションをとるため

には英語を使うしかないと思っておりま

す。 

 外国人英語指導助手に伝えるにはどう

すればいいか、習った英語を使って、外国

人英語指導助手とコミュニケーションを

とれた、そういったところを英語学習の動

機付けとしまして、コミュニケーション能

力の向上につなげたいと、このように思っ

ております。以上でございます。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に関わりますご質問にお答えをさせて

いただきます。 

 質問番号１１番、こども会に関してでご

ざいます。 

 こども会は子どもが団体生活、行事を通

じて、仲間との連帯感や協調性を養い、自

立意識を高める活動の充実を図ることを

目的としております。 

 お問いにありました、現在のこども会の

状況でございますが、委員がご指摘のとお

り、令和元年度には会員数２，３５１名で

ございましたが、令和２年度には１，４５

６名ということで、８９５名、３８％の減

となっております。 

 これに関しましては、近年少子化による

子どもの減少、それに加えて、ライフスタ

イルや社会情勢の変化などによるこども

会の指導者、育成者など、地域での担い手

の不足も原因しており、大きな要因である

と考えております。以上です。 

 続きまして、１２番目、生涯学習フェス

ティバル、ペットボトル写真展の件でござ

います。 

 ペットボトルアートに関しましては、例

年、大正川河川敷を会場として、イベント

を開催しているものでございますが、令和

２年度につきましては、新型コロナウイル

ス感染拡大ということで、感染予防のため、

ろうそくファンタジーは規模を縮小いた

しまして、また一般には公開せず、しっか

りと感染対策を講じながら、参加団体のみ

で、場所を旧三宅小学校跡グラウンドに移

しまして、そこで作品を作成いたしまして、

写真に収め、コミュニティプラザのロビー

で広く一般の方にご覧をいただいたとい

うことになっております。 

 冒頭にありました、ペットボトルアート

の写真展の感想でございますが、関係者の

みが参加する形での作品作成となりまし

たが、写真からも参加者が協力し、デザイ

ンから設置、ろうそく点火まで、完成した

作品の幻想的な風景や、達成感を感じてい

ただけたのではないかと思っております。

以上です。 

○弘豊委員長 それでは２回目、村上委員。 

○村上英明委員 様々な内容でご答弁い

ただきましたけれども、２回目の質問と要

望ということで進めさせていただきたい
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というふうに思っています。 

 １点目の臨時休業対策費補助金の件に

つきましては、令和２年度は新型コロナウ

イルス感染拡大で様々な飲食店や業者も

含めて影響があったんだろうなというふ

うに思いますけども、この影響というのは

予測をしなかった部分だったので、そうい

う意味では、臨時休業対策ということで、

業者も一定は経営的にも助かってきた部

分があるんだろうなというふうに思いま

す。これからはまたしっかりと社会状況を

見据えながら、新型コロナウイルス感染拡

大が落ち着いてきた、そういった中であり

ますけども、この感染状況というのはなか

なか不明な部分もありますので、その現場

ごとに今後も国や大阪府の補助金等々の

流れも取り入れながら進めていっていた

だきたいなということで、これは要望とし

ておきます。 

 ２点目のカリキュラム・マネジメントの

件でございます。 

 これは学校資源を有効的に活用すると

いう観点でございましたし、また教科横断

的な対応ということも、様々な形でされて

きたんだろうなというふうに思います。 

 この令和２年度の中で、感想とか効果と

いったものを現場の声も含めてお尋ねを

したいなというふうに思います。 

 ３点目の給食費の件でございます。 

 給食費の納入も９９．６％ということで

ございまして、１００％に近いといったら

近いんですけども、やはり１００％が一番

の目標なんだろうなというふうに思いま

す。 

 ただ、経済的なこととか、家庭の状況等、

どうしてもやむを得ないという方もやっ

ぱりおられるかと思いますが、ただ同じよ

うに給食を食べている公平性という観点

でいけば、こういう滞納ということがない

ような形で、それぞれの個別の状況もしっ

かりと把握していただきながら、対応をし

ていただきたいなということで、これは要

望としておきます。 

 ４番目の教育委員会の連絡協議会の負

担金の件でございます。 

 これも大阪府とか、また三島ブロックと

か、様々なところで協議会があるというこ

とでございまして、様々な事項の研究とか、

令和２年度はタブレットの検討等をされ

てきたということでございました。 

 そういったことで、この協議会を活用し

て、他市の先進事例を本市に取り入れてい

こうと認識をしながら、この協議会に参加

していくということも一つなんだろうな

というふうに思います。そういう中で、本

市に取り入れたらどうかなとか、こういう

面が本市としては弱いな、対策をしていか

なあかんなとか、そういう事項がありまし

たら、２回目としてお尋ねをしたいなとい

うふうに思います。 

 次、５番目のランドセルの件でございま

す。 

 約７００個を配付されたということで

ございました。 

 これも大阪府内でランドセルを配付し

ているというのは摂津市のみということ

であったというふうに思いますので、これ

はしっかりと事業を継続していっていた

だきたいなというふうに思うんですね。 

 やはり通学時の児童が赤とか青のラン

ドセルを背負っていっている元気な姿を

見るというのが、私のその日のスタートの

楽しみです。このランドセル配付について、

児童や保護者の方からの感想とか意見と

か、何かございましたら、２回目としてお

尋ねをしたいなというふうに思います。 
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 ６番目の交通専従員の件でございます。

これは市内で２４か所というのが事務報

告書で出ていたというふうに思うんです。 

 交通専従員は雨の中、猛暑の中、寒い中、

本当に毎日登下校の安全見守りというの

をしていただいているということで、本当

に私も安心だと思っています。対予算を見

ていったときに、令和２年度もそうなんで

すけど、約３２２万円の残金が出てきたと

いうことでございまして、これは令和元年

度も３３０万円ほどの残金が出てきてい

るんですね。 

 平成３０年度は予算がもうちょっと少

なかったというのもあって、残金はそう多

くはなかったんですけども、約３００万円

の残金があるということであれば、予算に

対して、何か課題があったのかなというふ

うに思うので、配置や委託について、認識

してる課題があればお尋ねしたいなとい

うふうに思います。 

 ７番目の受付委託の件でございます。 

 人数もさることながら、シルバー人材セ

ンターの会員にもご協力いただきながら

ということでございまして、７０歳後半の

方とか、中には８０歳代もおられたという

ことであります。 

 ただ、一方で高齢者対策というんですか。

ご高齢の方からすれば、子どもたちと接す

る機会があるというのは、一つの喜びであ

ると現場のほうからも聞いておりますが、

ただ受付業務を開始したという趣旨は、池

田市での事件があったことが発端だとい

うふうに思うんですけども、今例えば受付

業務をされている方が校門を入ったとこ

ろにおられて、有事の際にどういう対応を

するのかというマニュアルがあればその

辺も含めて、どういう対応手順をされるの

かをお尋ねしたいなというふうに思いま

す。 

 ８番目、学力定着度の件でございます。 

 これはここ数年で大阪府の平均点も越

えてきたということを言われておられま

した。 

 私は個人的な考えとしては、平均点より

も上か下かとかいうことよりも、やはり前

年度よりも今年度は学力が上がったとい

うのをずっと繰り返していくことにポイ

ントを置いたほうがいいのではないだろ

うかというふうに思うんですね。 

 その関係で、令和２年度の評価報告書と

いうのがあるんですけど、この中で学力向

上推進事業というのがちょっと書いてあ

りまして、その中に指標として、授業に主

体的に取り組んでいると回答する児童・生

徒の割合というのが、前年度よりも２．９

ポイントアップしたということが書いて

あって、トータル的には４７．２％の子ど

もたちが主体的に取り組んでいるという

ことに当てはまる。どちらかといえば当て

はまるというところで回答されていたと

いうこともございました。 

 そしてまた、次の１０ページのところに

も取り組みの総括ということで、市内５会

場で、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾を開催したと書

いてありますし、また、受講生が理解でき

ていない箇所を特別に指導し、復習させる

ということが書いてあるんですけど、復習

していくということがやはり学力が定着

する、大きなポイントなのかなというふう

に思うので、こういうことも含めて、やっ

ぱりしっかりと様々な活動を通して、学力

定着というのを進めていっていただきた

いなというふうに思うんです。 

 この中で、学力が上がる原因や、下がる

原因をどういうこととして認識をされて

いるのか、２回目でお尋ねをしたいなとい
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うふうに思います。 

 ９番目のところで、英語指導の助手派遣

業務委託料の件でございます。 

 これは英語を使った言語活動のコミュ

ニケーションということもしっかりと高

めていこうということと、そういうコミュ

ニケーション能力を育成していこうとい

うことで、事務報告書の中におきましても、

中学校１校で１２０日程度、小学校１校で

４０日程度の派遣をされてきたというこ

とであります。 

 また、これまでも各中学校に派遣された

５名の英語助手、つまりＡＬＴが一つの学

校に集中して、イングリッシュデーを設け

たということで、国際化にも取り組んでい

っている姿勢というのも見えるのかなと

いうふうに思いますし、これは本当に必要

なことなんだろうなというふうに思うん

ですね。 

 事務報告書の中においても、取り組みの

総括というのは１２ページのところに書

いてあるんですけど、英語を話せるように

なりたいとアンケートで回答した児童の

割合というのは前年度よりも令和２年度

は４．８ポイント向上したということがあ

って、やっぱりそういう意欲があるのかな

というふうに思います。 

 令和２年度では英語を話せるようにな

りたいという、全小学生が７３．５％です。

４人に３人はこういう意識や意欲を持っ

ているということでありますから、これか

ら様々な国際的なことも出てきますので、

英語教育というのにしっかりと取り組み、

身に付けるということは個人の財産にも

なって、社会に出てきたときにも、かなり

有益な活用もできると思いますので、英語

の件は取り組んでいっていただきたいと

いうことで、これは要望としておきます。 

 １０番目の統合型校務支援システムの

件ですね。先ほどいろいろと課題もあると

言われておられました。 

 トラブルがあったとか、新型コロナウイ

ルス感染症対応であったとかいうことで、

この令和２年度も様々な課題があったと

いうふうに言われていると思うんですけ

ども、やはりせっかく支援という名前の付

いたシステムを導入したわけですから、学

校の教員の負担をちょっとずつでも軽減

していくというところが本当に必要なん

だろうなと思っていて、こういうことを取

り入れることについて予算的にも賛成し

た一人として、しっかりやっていっていた

だきたかったなというのが感想でござい

ます。やはりこういうシステムを入れるこ

とによって、教員の現場での時間にゆとり

ができてくれば、ほかの部分にも目を向け

る、そういう時間もできてくるし、心にゆ

とりも出てくる。そういったことにもつな

げてほしいと思うので、こういうシステム

を教員の働き方改革への援助となるシス

テムにしていっていただきたいと、これは

要望としておきます。 

 １１番目の、こども会の件でございます。

こども会も減ってきたというのは確かに

事実でありますし、またその中で子どもの

数も減ってきたというのも事実かもしれ

ませんけども、それ以上に保護者の方々が、

役員をやりたくないからというような声

とか、自分たちも仕事をしておられるとい

う中にあって、こういう行事関係で休日に

出ていくということを負担に感じている

というようなことで、これは子どもの理由

じゃなくて、大人の理由で、こども会を廃

止していこうとか、育成会をなくしていこ

うというようなことがあって、人数も減少

してきたんだろうなと思います。 
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 それは一つの流れかもしれませんけど

も、小学校区の育成会がなくなったことに

よって、今まで活動してきたスポーツ競技

の団体が保険に入られなくなったとか、ま

たほかの市主催の協議会に出られなくな

ったとかいう声も聞いていて、そういう弊

害も出てきていると思うので、スポーツ振

興も含めて取り組んでいっていただきた

いなと、これは要望としておきます。 

 最後の１２番目でございます。 

 令和２年度のペットボトルアートは本

当に参加団体のみでされたということで、

場所も三宅スポーツセンターということ

で、場所としては、摂津市の端に位置する

ところです。やっぱり摂津市の中心部にな

るようなところとか、もっと人の目に付く

ようなところでやっていったほうがよか

ったのかなというふうに思うんですね。 

 その後に写真展ということで、コミュニ

ティプラザで開催された。それはそれで一

つ評価ができるのかなというふうに思い

ます。 

 今後は摂津市の一つの風物詩として、ろ

うそくファンタジーをしっかりと支援し

ていくということが私は大切なことかと

思います。市民の中でも、意欲的な方もお

られますので、そういう摂津市の魅力を高

める活動として、しっかりと支援していく

ことが必要だと思うんですが、そのお考え

について、２回目、お尋ねをしたいなとい

うふうに思います。以上です。 

○弘豊委員長 それでは、答弁は質問順で

お願いしたいと思います。 

 では、河平部参事。 

○河平教育総務部参事 学校教育課に関

わる２回目の質問に答弁いたします。 

 まず、カリキュラム・マネジメントの成

果や効果についてですけれども、成果や効

果はあったと捉えています。 

 摂津小学校は市内でも児童数が一番多

くおりまして、大体ですけども、５人に一

人が摂津小学校の子どもだといっても過

言ではないくらいです。その分、学校には

教員が多く経験年数の少ない教員も多い

状況です。 

 市としましては、意図的にそのようなボ

リュームゾーンである摂津小学校に、この

ような国事業を入れてきたところです。 

 摂津小学校はこの事業を効果的に活用

しまして、組織的な授業改善が進み、教職

員の意識も高くなってきているかなと捉

えています。 

 結果として、例えば令和２年度の学力定

着度調査とか、本年度の全国学力・学習状

況調査でも結果が向上してきています。 

 摂津市全体の学力向上に寄与している

と思っています。 

 また、この６月に大阪府の教育センター

が実施した研修会で、摂津小学校の担当者

が、コロナ禍も踏まえ、オンラインで実践

報告を行い、大阪府全体にもその成果を広

めることができたと捉えております。 

○弘豊委員長 次に、松田課長。 

○松田教育政策課長 大阪府都市教育委

員会連絡協議会につきましては、令和２年

度は新型コロナウイルス感染症の関係で、

会議等の様々な集まりが中止となってし

まいました。 

 その中でオンライン研修で、一人１台の

タブレット端末についての研修があった

しだいでございます。 

 令和３年度についても、なかなか集まっ

ての意見の交換、教育委員同士の意見交換

というのはできてはいない中ですけれど

も、今後、だんだんと落ち着いてくる中で、

またオンラインで、会議ができてきており
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ます。特に摂津市の教育委員の皆様は学校

の現場に行っていただいたりと、かなり熱

心に活動していただいております。 

 このコロナ禍での問題や課題、またアフ

ターコロナでのことなどを連絡会でも発

信していただいて、また、連絡会で得たい

ろいろな情報などを私ども、委員会の事務

局にもお教えいただけたらと思っている

ところでございます。 

 ランドセルの保護者の感想についてで

ございます。 

 ランドセルを配付させていただくに当

たり、保護者の方からは大変好評でござい

まして、お渡しするときに大変に助かるん

だという声が一番多いかなと思います。中

には親子２代、３代と使うねんとおっしゃ

っていただけることもあり、やめたほうが

いいんじゃないかというようなご意見は

いただきません。 

 ただし、親御さんではなく、おじいちゃ

ん、おばあちゃん世代から、本当は買って

あげたいというようなご意見もあるよと

いうことが、直接にはあまりないのですが、

人を介して耳に入ったりもしています。 

 また、配付の前にお問い合わせをいただ

く中で多いなと思いますのが、ランドセル

の色についてでございます。 

 これは赤色、青色となっているんだけれ

ども、男女で決まっているんですかという

ようなお問いをいただくことがございま

す。 

 うちの子は女の子だけれども紺色をも

らってもいいんですかというお電話があ

りまして、それはもちろんどちらでも好き

なほうを選んでいただいて大丈夫ですよ

とお答えをさせていただいております。 

 また、ホームページのお問い合わせフォ

ームから、２色だけじゃなくて、もういっ

そのことジェンダー視点で、単色で何か色

をまとめてはどうですかというご意見で

あったり、第三の色を検討されてはどうで

すかというようなご意見もいただいてい

るしだいでございます。 

 次に、交通専従員についての残金につい

てでございます。 

 平成３０年度は、あまり残金がなかった

というお話でございましたが、平成３０年

度は台風であったり、地震であったりがご

ざいました。子どもたちが危険な中で登校

するに当たって、交通専従員には子どもた

ちを誘導していただき、ありがたかったと

思っています。 

 その平成３０年度以降、何が起こるか分

からないということで、平素の箇所数の日

数プラス少し多いめに予算を計上させて

いただいております。 

 令和元年度と令和２年度の残金につい

てでございますが、本来でしたらシルバー

人材センターの最低賃金等も上がってき

ますので、決算額は若干ふえていくことに

なるんですが、それぞれコロナ禍で臨時休

校等がございまして、交通専従員の配置日

数も減りまして、最終的にはこのような残

金になっている次第でございます。 

 受付員の有事のマニュアル、手順につい

てでございます。委員のおっしゃるとおり、

池田市の事件がございましてもう２０年

になります。もしも万が一本当に危険な状

況にあったら、受付員のボックスの中に非

常通報ボタンがございますので、何とかそ

れを押していただいて職員室に知らせる。 

 ただし、受付員は警備員ではありません

ので、自らの安全の確保のために、閉めて

しまうなり逃げていただくなり、何よりも

自分の身の安全を確保することをお願い

している次第でございます。 
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 以上でございます。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 ８番目のご質問

についてご答弁申し上げます。 

 まず、学力向上の考え方については、委

員がおっしゃるとおり、我々も同じく大切

にしていきたいと思っております。同一集

団の子たちが力をつけていく視点を、今後

も各学校に指導していきたいと思ってお

ります。 

 その学力の向上や低下の原因・要因につ

きましては、正直様々あると捉えておりま

す。 

 しかしながら、この全体の学力の向上に

ついては、学校として子どもたちの学力や

学習状況、学習の課題とかをしっかりと把

握し、課題に正対をした授業改善を中心と

した学力向上の取り組みを学校全体で組

織的に行っていくことが学力向上の要因

なのだと思います。 

 学力低下の要因については、その反対で

あるともいえるのですけども、大きくは、

例えば暴力行為等問題行動とか、子どもた

ちにとって学校が、授業が安全で安心にで

きる場ではない、居心地のよい場ではない

というような、学習環境が整っていないこ

とも考えられると捉えております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に係ります１２番目の生涯学習フェス

ティバル、ペットボトルアートのご質問に

お答えをさせていただきます。 

 委員のほうからご指摘ございました、旧

三宅小学校のスポーツセンターの場所の

選定なんですけども、こちらのほうは実行

委員会とご相談をさせていただきながら、

ご指摘あったように、ペットボトルがそこ

に保管されているということも一つござ

いましたが、コロナ禍ということもござい

まして、参加者のリスト作成、また一般の

方が容易に入れない場所ということで、入

場の管理がしやすいところ。 

 それと、作品をやはり間近で見るという

よりも、高い場所から見たいというご要望

もございましたので、この三宅小学校の跡

地ということで選定をさせていただきま

した。 

 それと、今後の支援の在り方についてな

んですけども、生涯学習フェスティバル参

加者はもとより、ご覧いただいた方々にも

楽しんでいただいておるイベントであり

ます。まさに人と人を結ぶイベントと考え

ております。 

 本年度よりもさらに次年度、その取り組

みについて、実行委員会とともにその内容

の充実に努めていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 村上委員。 

○村上英明委員 ３回目は要望という形

でさせていただきたいと思います。 

２番目のカリキュラム・マネジメントの

件でございます。確かに、この摂津小学校

というのは、先ほど言われた摂津市内の５

人に一人が行ってるような一番児童数が

多いところでございまして、その効果とい

うものをしっかりと検証していっていた

だいて、よいものはよいものとして、例え

ばほかの小学校区にも進めていくとかい

うことで、今の学校資源をしっかりと有効

に活用していくとか、これからも総合的に

高めていく取り組みとして進めていって

いただきたいなということで、これは要望

としておきます。 

 ４番目の教育委員会、連絡協議会の件で
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ございます。令和２年度はオンラインだっ

たということであったと思うんですけど

も、やはりこれからですね、様々なところ

で意見交換をして、この摂津市のよいとこ

ろは発信していくとか、ほかのよいところ

は取り入れていくとかいうことで、相乗効

果が生まれるような、これからそういう協

議会になっていったらなというふうに私

は思いますから、そういうことも含めて、

相乗的に三島地域とか大阪府の教育レベ

ルを上げていく取り組みをこれから進め

ていっていただきたいなということで、こ

れは要望としておきます。 

 ５番目のランドセルの件でございます。

色の件で、赤とか青だけではなくて、ほか

にちょっと選択肢が広がるような色もち

ょっとふやしてほしいとか、そういったご

意見もある中でありますけども、ただ渡す

側からすれば、数の調整というのは色をふ

やせばふやすほど大変な部分でもあると

いうのは認識もしておりますので、この制

度をしっかりと継続していくということ

で、色の件は今後の検討課題として取り組

んでいっていただきたいなということで

要望としておきます。 

 交通専従員の件でございます。２回目も

申し上げましたけども、やはり雨であって

も猛暑であっても、本当に厳寒のときであ

っても、いつも見守っていただいてるなと

いうのは私も思ってます。 

 ほかの地域のほうでも見守りをされて

いる方もおられますし、またＰＴＡのほう

からも、信号のあるとこも含めて見守りさ

れている。 

 そういったところで、総合的な見守りと

いうのは必要なことなんだろうなという

ふうに思いますし、これからも社会状況の

変化もありますから、この交通専従員とい

うのは、やはり地域からの要望といったと

ころもありますので、残金のことも考えて

いけば、やはり人数的にはふやしていける

んだろうなというふうに、予算上では思っ

てますから、その辺は現場の声も聞きなが

ら、しっかりと交通安全対策を進めていっ

ていただきたいなということ、これも要望

としておきます。 

 ７番目の受付の件でございます。これは

従前のこの委員会の様々な件でご指摘も

あったようなところもございました。なぜ

導入したんだという趣旨をしっかりと理

解していくというところは本当に必要な

ことだと思いますので、しっかりと有事の

ときにまでこういう方で対応してほしい

ということも含めて、やはり先ほど申し上

げましたこの導入した趣旨をしっかりと

当人の方に把握していただくことが本当

に必要だと思うので、そういうことも含め

て、これからこの学校の安全・安心という

面にもつながってきますから、この施策の

向上に取り組んでいっていただきたいと

いうことで要望としておきます。 

 ８番目の学力の件でございます。僕らの

ときには、社会に出て行っても必要な学力

を一定身につけるんだよというのがこの

義務教育なんだということで聞いてきた

部分でもございます。 

 やはり、今はもうほとんどが大学を卒業

するようなことになってきておりますけ

ども、特にこの算数とか数学といったもの

は、小学校から中学校・高校と上がって勉

強の幅も広がってくるんですけども、やっ

ぱりその基礎というのがあってこそ次の

計算ができるというふうでつながってい

くと思うので、やっぱりしっかりとこの基

礎の学力といったものも、前年よりも今年

は上がった、また来年は上げていくという
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ような形の方向性を持って、これからしっ

かりと取り組んでいっていただきたいと

いうふうに思いますし、将来的には摂津市

の学校ってずっと学力上がってるよねと

いうような声が聞けるような形でこれか

ら取り組んでいっていただきたいなとい

うことを、これ要望としておきます。 

 最後の１２番目のろうそくファンタジ

ーの件でございます。２回目のときも申し

上げましたけども、やっぱり風物詩として

しっかりと取り組んでいくということが

必要だろうというふうに思いますし、やっ

ぱりろうそくファンタジーは確かに上か

ら見るところに魅力があるというのが、私

もそうだというふうに思いますから、そう

いう面ではこれからこの摂津市の行事の

一つとして、しっかりと取り組んでいって

いただきたいということで、これは行政と

しても支援をしていくというところで市

民の方々の意気込みを支えていく部分だ

と思うので、これからしっかりと取り組ん

でいっていただきたいなということは要

望としておきまして、私の質問を終わりま

す。 

○弘豊委員長 村上委員の質問が終わり

ました。 

 続いて出口委員。 

○出口こうじ委員 決算概要から質問さ

せていただきます。 

 決算概要の１４６ページ、学校読書活動

推進事業についてお聞きしたいんですが、

右の備考欄に小学校に読書サポーターを

派遣、読書ノートを作成、これ約２，１０

０万円の予算ですが、具体的にどういうサ

ポートをしてるのか、読書サポーターとは

どういう方が具体的にどういうふうに教

育をしてるのかというのをお聞かせくだ

さい。 

 そして２点目です。同じ１４６ページの

スクールソーシャルワーカー等活用事業

の中で、セラピードッグ派遣委託料とあり

ます。これどんな犬がセラピーとして癒し

てくれるのかお聞かせください。 

 ３点目、同じ１４６ページ、スクールロ

イヤー活用事業が新規となっております。

これスクールロイヤーというのは弁護士

だと思うんですけども、実際どれだけの相

談があったんか、どういう内容の相談があ

ったのかをお聞かせください。 

 次に、１５６ページ、教育政策課の中学

校保健事業の中で、コロナ禍においてウオ

ーターサーバーを置いたというお話をこ

の前お聞きしまして、このウオーターサー

バー使用料について、これは合計何台ぐら

いあって、どこの業者なのかをお聞かせく

ださい。 

 そして１６０ページ、生涯学習課の摂津

市史編さん事業、これは具体的にどういう

ことをされているのか、予算が約３，００

０万円になっておりますが、新修摂津市史

の編さんに要する経費とはどういうもの

なのかお聞かせください。 

 次１６２ページ、上から２番目の青少年

リーダー養成事業があります。具体的にど

ういうリーダーを養成されてるのかをお

教えください。 

 私からは以上です。よろしくお願いしま

す。 

○弘豊委員長 それでは順に答弁を求め

ます。 

 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 まず、学校教育課

に関わる内容についてご答弁申し上げま

す。 

 まず読書活動の推進事業、読書サポータ

ーの方と読書ノートの内容についてです。
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読書サポーターの方は、基本的には小学校

に配置しておりまして、小学校で図書の時

間とか休み時間の図書の貸し出しとかの

業務をしております。 

 特に司書などの資格がないとできない

わけではないのですけども、学校の読書活

動に興味・関心をお持ちの方等を採用して、

読書活動の推進に努めていただいており

ます。 

 読書ノートというのは、本市の小学校に

配布してる本を借りて読んだら、その感想

などを記入していく、本をたくさん読んで

記録していくノートになっています。 

 続いて、２点目のセラピードッグの派遣

委託事業の内容です。こちらについては、

実は令和元年度シティプロモーション事

業のインナープランディング提案事業の、

職員提案から生まれたものです。学校に行

きづらい不登校傾向のある子どもに対し

てドッグセラピーをされてるＮＰО団体

に委託をして、学校へ行きづらい子どもた

ちにわんちゃんと触れ合う機会を通して、

おうちから外に出て学校復帰、登校につな

げていく事業です。 

 スクールロイヤーの関わる内容につい

てご答弁申し上げます。こちらは令和２年

度の新規事業になっております。学校で生

起するいじめとかの対応で、深刻なトラブ

ルに至る前にできるだけ早くに対応策を

考えていくため、スクールロイヤーの方を

派遣して相談するなどを行っております。 

 昨年度は、延べ３７回の相談を実施して

おります。電話で相談したりとか、実際に

学校に行っていただいたり、事務所に伺い

相談するなど行っております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 続きまして、松田課長。 

○松田教育政策課長 中学校保健事業に

関わりますウオーターサーバー使用料に

ついてでございます。 

 何台でどこの業者であるかというお問

いでございますが、中学校の各校に３台ず

つ置かせていただいております。昨年度は

新型コロナウイルス感染拡大ということ

で、中学校では冷水器を使っておられるん

ですが、お顔をつけてお水が下に落ちるの

が、あまり好ましくないということでござ

いましたので、一旦使用を中止とさせてい

ただきまして、その代わりにウオーターサ

ーバーを３台ずつ置かせていただいた次

第でございます。 

 業者につきましては、株式会社ユニマッ

トライフにお願いしております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 生涯学習課に係り

ますご質問にお答えをしたいと思います。 

 まず１点目、市史編さん事業についての

ご質問にお答えをさせていただきます。 

 現在、摂津市は長い年月にわたり積み重

ねられてきた地域の人々の生活の上で築

かれたものでございます。これまで、摂津

市の人々は地域社会の中でいかに生きて

きたのか、その生活の情報を知ること、ま

た今を生きる人たちの将来を担う子ども

たちに、夢や生きる力を与えていく糧とす

ることを本事業の目的とするところでご

ざいます。 

 市史編さん事業は、今回が２回目となり

ますが、新たな視線で歴史を明らかにする

とともに、市民の皆様がさらに郷土に対す

る理解と関心・魅力を深め、今後の魅力あ

るまちづくりに資することができる本編

そのものを見直し、新しく新修版の発刊を

するものでございます。 

 次に、青少年のリーダー育成の件でござ
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います。こちらのほうは、市内の小学生を

対象に、グループ活動を通し、仲間との連

帯や親睦を図りながら、自主性・積極性・

創造性を身につけ、知識や経験を生かし、

地域やこども会で活動するリーダーを育

成することを目的とする事業でございま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

した。 

 一つ目のご質問の中で、読書サポーター

を小学校に派遣されてるということなん

ですけど、これは合計何人いらっしゃるの

か、２回目の質問でお願いします。 

 資格が特にいらないということで、各校

に何人ずつぐらいこの読書サポーターの

方がいらっしゃるのかです。 

 二つ目の質問の中で、セラピードッグの

犬種についてもお聞かせください。 

 ３番目の質問で、新規のスクールロイヤ

ー活用事業で、弁護士に３７回相談された

ということですが、この弁護士はお一人な

のか、複数人いらっしゃるのか、それもま

たお聞かせください。 

 四つ目の質問のウオーターサーバーの

件です。各校に３台ずつということは、５

校あるんで、１５台ということですかね。

株式会社ユニマットライフで予算が１６

３万４，０００円、決算が１４５万２，０

００円で、これは見積りとかなり差が出て

しまったのか、それもお聞かせください。 

 五つ目の質問で、摂津市史編さん事業に

ついて、これの完成予定について２回目で

お聞かせください。 

 六つ目の質問、これは要望ですけども、

青少年リーダー養成事業は、お子さんの中

でリーダーを養成されるということで、そ

ういう取り組みをしていけばいじめの問

題とかも減っていくのかなと考えますの

でよろしくお願いします。 

 ２回目の質問は以上です。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 それでは、学校教

育課に関わる２回目の質問についてのご

答弁申し上げます。 

 読書推進活動サポーターの人数ですけ

ども、本市に小学校は１０校ございますの

で、各１名ずつの配置で１０名となってお

ります。 

 ２番目の質問です。セラピードッグの犬

種についてですけども、種類については、

ＮＰО法人からは、中型犬の雑種であると

聞いております。 

 ３番目の質問です。スクールロイヤーが

何名かということですけども、基本的に１

名にお願いしておりますが、その１名の方

のご都合が悪いときには違う方に依頼し

てるので、２名に対応いただいております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 ウオーターサーバ

ーの決算額が見積りと違ったのかという

お問いでございます。 

 当初、補正予算で計上させていただいた

んですが、急遽見積りを出していただき予

算を確保し、また改めて設置するに当たっ

て業者からの見積り取り寄せの中で安く

なったということでございます。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 それでは、市史編さ

んの発刊についてのお答えをさせていた

だきます。 

 令和３年度中に、新修市史第１巻の発刊

を予定させていただいております。続いて

令和４年度には２巻、それ以降３巻４巻ま
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でという計画になっております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

した。 

 一つ目の質問で読書サポーターの件に

ついて、ＩＣＴ教育が本当に進んでいる中

においても、やはり本を読むというのはす

ごくいいことだなと思いました。 

 昔は友達の電話番号とか、空で覚えてい

たじゃないですか。最近は携帯電話とかス

マートフォンとかが出てきて、人の電話番

号が全然覚えられなくなったなって、やっ

ぱり現実に思うんですね。 

 私の娘も小学校１年生で、鳥飼北小学校

へ行ってるんですけど、立派なタブレット

で勉強しています。タブレットで教育する

のもいいですけど、字を読み書きするとい

うのはやっぱり基本中の基本だと私は考

えております。 

 ある新聞の世論調査で出ていたんです

けど、小説かなんかを紙で読むのと電子で

読むのと、頭に残っているのは、紙媒体で

読んだときは７割ぐらい残っていて、電子

媒体だったら２割ぐらいしか覚えてない

というような、そういう世論調査が載って

ました。やっぱり読書を推進するというの

は、本当に大切なことだなと実感していま

す。 

 これまた別件なんですけど、１か月ぐら

い前の新聞に載っていたんですけども、文

部科学省の発表で約５割のクラスに新聞

が入るようになったという記事がありま

した。当市では、実際どれだけの部数が入

っているのかを、読書の延長なんですけど、

お聞かせいただきたいです。 

 二つ目の質問、セラピードッグは雑種の

中型犬ということで、ありがとうございま

す。やっぱり不登校の子がセラピードッグ

で癒されるっていうのは、なかなか新しい

取り組みだなと思いました。 

 三つ目のスクールロイヤー活用事業、弁

護士１名で、年間で６０万円の報酬という

ことで理解しました。 

 次はウオーターサーバーの件です。これ

もいい取り組みだと思います。感染症対策

で、これは今後新型コロナウイルス感染症

が落ち着いても続けるのか続けないのか

も、ちょっと最後にお教えください。 

 摂津市史編さん事業ですね、１回目が今

年中にできるんですね。また見せていただ

きたいと思います。楽しみにしております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは、学校への新聞の

配置ですね。 

 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 １番の読書活動

に関わって、小学校に入っている新聞の数

についてご答弁申し上げます。 

 現在、小学校には、大阪府の教職員の互

助組合の取り組みもあり、毎日小学生新聞

を無償でいただいている取り組みがあり

ます。そちらは、学校からの申請を受けて

教育委員会として申し込んで、一定の審査

等があり、現在は４校の図書室等に配架し

ているというような状況です。 

 以上です。 

○弘豊委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 まずはコロナ禍に

おいては、確実に置いておきたいと思って

おります。新型コロナウイルス感染拡大が

落ち着いた後につきましては、置きたいと

は思うのですが、いかんせん予算の査定の

中で、また財政当局と協議をしてまいりた

いと思っております。 

○弘豊委員長 出口委員。 
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○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。 

 毎日小学生新聞が４校の図書室に置か

れているということで、小学校は確か１０

校あったはずですね。学校側から申請がな

いと、入れないという仕組みもどうかとは

ちょっと思ったりもするんです。 

 もっともっと活字に触れてもらうため

に、摂津市内にある新聞販売店とか発行本

社とかにもご協力いただいて、包括協定な

んかを組んでいただいて、本当に仕入れ値

ぐらいの格安で入れてもらえるような取

り組みもやっていったらいいなとは思い

ます。 

 最近、本当に新聞をとっている家庭が減

ってきたのは事実だと思います。そして教

えるほうの教員も、特に若い世代では新聞

をとっていない人もいるのではないかと

思います。そういう読書教育、活字教育と

いうのはやっぱりもっともっと進めてい

くためにも、そういう事業をもっと進めて

いっていただきたいなという要望でござ

います。 

 私からは以上です。ありがとうございま

した。 

○弘豊委員長 出口委員の質問が終わり

ました。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 新１年生に配布するラ

ンドセルの件なんですけれども、この間男

女共同参画センターで行われたジェンダ

ーの勉強会にも行きまして、やっぱりその

色の問題はジェンダーからいろいろ問題

視されてる件もあるので、例えば単色にす

るというお声が市民からあったっていう

ことなんですけれども、そういう仕様を変

えるタイミングで、現在は６月７月８月ぐ

らいに急な豪雨がふえてまして、今のラン

ドセルだと全然防水加工になってないの

で、例えば防水加工にすることを合わせて

予算化するとか、そういったことの検討は

いかがでしょうか。検索したら黄色のラン

リュックというのが出てきたんで、今どれ

ぐらい費用がかかってるかっていうのに

もよるんですけれども、そういうことも検

討可能かどうかというところです。 

２番目が、これも村上委員も言われてい

たんですけれども、小学校の受付対応され

ている年齢が７０歳代後半で、中には８０

歳代の方もいらっしゃるっていうことだ

ったんですけども、吹田市とかだったら、

やっぱり男性の警備員みたいな方が対応

されています。シルバー人材センターなの

で予算的に厳しいというところはあるか

もしれないんですけれども、私も子どもを

産んだ年だったのですごく覚えているん

ですけど、池田市の事件の衝撃は強かった

ので、それから始まったっていうのは理解

しているのですが、自分の子どもが小学校

に通ってるときに、受付されてるのが正直

私でも押し倒せるなという方が多かった

ので。 

 本当に村上委員もおっしゃってたんで

すけども趣旨と、交通の見守りは７０歳代

とかの方でも大丈夫だと思うんですけど、

その児童の安全性という意味では、もし可

能であればもうその予算が上がってしま

うのであっても、きちんとした防犯面が上

がるような人選を考えていくべきではな

いのかなと。 

 今のところそういった凶悪事件はない

ですけれども、やっぱり令和元年に交番が

襲われた事件とか、先日もわけの分からな

い人が電車内で暴れたとかもありました

ので、この質問が出たのを機に、ちょっと

その校門の受付体制っていうは考えてい
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かないといけないのかなと思うのでその

あたりで人件費がちょっと余ってる分で

上げたらどう変わるかとか、その辺も含め

ちょっと検討いただきたいなと思います。 

 ３番目、１９２ページのスクールロイヤ

ーのところで、出口委員も触れられてたん

ですけれども、事務所との年間契約が、回

数にもかかわらず６０万円という感じな

んですかね。今回初年度ということで、今

後もこの金額で何回対応があっても６０

万円という契約なのかどうかっていうと

ころと、いじめ以外の相談があるのか、ス

クールロイヤーの導入に当たって、その教

職員のご負担がどれぐらい減ったのかっ

ていうことも、お聞かせいただけたらお願

いします。 

 あと、２１２ページの、これも村上委員

もおっしゃってたんですけれども、こども

会の件なんですけれども、やっぱり答弁の

中にも保護者の方の状況が変わってきた

っていうところです。私はこども会に参加

してたんですけれども、土曜日に実際働い

てるから自分が参加できないという方も

いらっしゃったりとかして、そのこども会

自体を存続させるのであれば、成り立ち自

体いろいろ考えていく必要があるんじゃ

ないかなというところで、やっぱりこども

会の加入されてた方が、そのまま自治会に

も流れていくという経緯があるので、こど

も会に加入されないとやっぱり自治会の

行事にも関わっていかない、それでもう地

域活動からは離れていくっていう循環に

なっていくと思うので、ただ一任するだけ

ではなく、市としてそのこども会っていう

のを今後どう存続させていくかっていう

ところが大切です。何校に対してどれぐら

いのこども会があるかっていうのを合わ

せてお聞かせください。 

 以上です。 

○弘豊委員長 ４点ですけれども、順番に

答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 新１年生に配布す

るランドセルについてでございます。 

 委員のご指摘のとおり、色の問題という

ものは私どもも認識しております。 

 単色にするタイミングで、今のランドセ

ルの防水加工はできないものかというお

問いについてでございますが、まずもって

まだ単色にするかどうかも決まっており

ませんでして、色については今後どうして

いくかというのは、私ども教育委員会はも

とより、できれば委員の皆様や保護者の意

見も聞いてみたいなと思っております。今

後の課題であると思っております。 

 また、黄色のランリュックが可能かどう

かということでございますが、これも同様

に、ランリュックがうちのランドセルとよ

く似てるということで、他市からもお問い

合わせはよくいただくんですが、先日の本

会議でも実際に議員からもご質問いただ

いておりましたが、今後については、サイ

ズであったり色であったり、少しじっくり

と私どもも検討してまいりたいと考えて

おります。 

 次に、２番目の受付員についてでござい

ます。 

 他市では警備員を置いておられるとい

うことでございますが、そもそもその池田

市の事件があって、摂津市で今後どのよう

にしていくかと、当時の教育委員会と地域

の皆様も一緒になって考えていった結果、

地域の皆さんの見守り、お力を借りてやっ

ていこうということで、自治会をはじめ個

人のボランティアの皆さんに見守り活動

をしていただくということでスタートを
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いたしました。先ほども申しましたが、警

備員ではないので、門を入られたところに

人がいる、そこで受付がいるんだな、受付

員がいるぞということで、抑止効果を狙う

というような趣旨でございます。 

 他市においては、例えばオートロック式

であったり、そもそも出入りができないよ

うにしておられるところであったり、確か

に警備員を置いておられるところもござ

います。この件につきましても今後どのよ

うにしていくかというのは、私どもでまた

検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 続けて、河平部参事。 

○河平教育総務部参事 それでは、スクー

ルロイヤー活用事業に係る内容について

ご答弁申し上げます。 

 まず６０万円の額についてですね。何度

相談を受けてもそのような額なのかとい

うことですが、基本的に月額５万円の委託

契約をさせていただいておりますので、回

数にかかわらず、この額になっております。 

 いじめ以外にも相談があるのかという

ご質問ですけども、いじめの案件も含め、

その他の案件もやっていただいておりま

す。学校で生起するトラブル対応について、

法的な根拠をもとに学校が対応できるよ

うに、深刻な事案にならないように早期に

対応していくためのスクールロイヤーで

ありますので、それ以外の内容もお願いし

ております。 

 教員の負担軽減になっているのかとい

うことですが、これはとても軽減になって

います。まず深刻になる前に相談している

ので、相談してなかったらどのくらい時間

がかかっていたのかは、ちょっと分からな

いですけども、まず学校はすごく助かって

いると捉えています。 

 まずですね、先ほども申したように、深

刻になる前に初期段階で対応ができます

ので、やっぱり学校としては、自分たちの

対応が間違ってなかったんだなというよ

うなことが法的な根拠からも後押しして

いただける、そういったことが大きい。 

 また精神的にスクールロイヤーのサポ

ートのもと対応できているという精神的

な負担が軽減されることも大きく、負担軽

減にはなっていると捉えております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 それでは、こども会

のご質問についてお答えをさせていただ

きます。 

 令和２年度ですけども、こども会の数と

しては４３こども会ございます。私どもも

今担い手不足、負担の大きさというのはか

ねがねお伺いをさせていただいておりま

して、重く受け止めております。 

 摂津市の場合ですが、市内の校区のこど

も会につきましては、育成者・指導者によ

って組織された摂津市こども会育成連絡

協議会というのがございます。その中で単

位こども会の育成者代表や校区長なども

決めていただくルールというのをつくら

れております。 

 その決め方については、連絡協議会と単

位こども会の中でもご協議いただいてる

ものもございますし、こども会育成連絡協

議会の中でも、負担軽減について議論のほ

うはされております。しかしながら、なか

なか負担を軽減できてないのが、現状でご

ざいます。 

 委員がご指摘の件につきましても、我々

といたしましてもお伝えのほうをさせて

いただきたいと思っておりますし、こども

会は地域を基盤とした子どもたち同士の
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学年を超えたつながりを大事にしたいと

思っておりますし、その活動を通じて、学

校や家庭で得られた貴重な時間を持つこ

とができるものと考えておりますので、こ

ども会の活動の意義を踏まえつつ、その活

動を支援してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 すいません、決算のこと

なので、お金のことからっていうことだっ

たので、スクールロイヤーの件はすごく明

確で分かりやすかったのでよかったかな

と思います。 

 以上です。 

○弘豊委員長 お金のことというよりか、

決算の審査になるので、令和２年度を通し

てどうだったのかというようなことにつ

いて、議論を深められたらというようなこ

とであって、今後どうしていくかというよ

うなことについては、意見を述べてもらっ

ても構わないですけれども、そこが中心に

なるっていうようなことではなしにとい

うことで、お願いしておきたいと思います。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 予算を組む際に、将来的

な見通しも込みでよろしくお願いします。 

○弘豊委員長 そしたら、一旦ここで休憩

挟むようにしたいと思います。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５３分 休憩） 

（午後 １時 １分 再開） 

○弘豊委員長 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 質問のある方、挙手を求めます。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 少しだけお伺いしてい

きます。 

 事務報告書の内容に沿って３点だけお

伺いします。 

 ２９６ページの小学校施設改修事業に

ついてです。中学校もあるんですが、照明

器具ＬＥＤ化改修工事実施設計業務委託

について、これは設計業務委託を令和２年

度にされまして、どういう内容で進んでい

ったのか。１点お聞かせいただきたいです。 

 続きまして、２９９ページです。中学校

給食の喫食状況について、延べ喫食数が書

いてありますが、括弧書きの部分が教職員

の方の食べた分だと記載があります。教職

員の数を見ると、例えば、第二中学校では

４０８食、一方で第四中学校では生徒の半

分以上を超える１，８８９食という状況に

なっておりますけれども、このあたりどう

いう考え方なのか、状況に関して教えてい

ただきたいです。第二中学校に関しては、

例えば、先生方は全然食べない方針という

かそういうのがあるのかどうか。その辺を

お伺いしたいです。 

 続きまして、３０７ページです。 

 小学校の教職員数に関して、鳥飼東小学

校に関しては合計２２人、摂津小学校に関

しては、児童数９１０人に対して５４人と

倍以上の人数がいらっしゃいます。ここで

考え方の話なんですけれども、学校運営に

関しては、児童の数に関わらず、どの学校

も均一でやらないといけないということ

はあると。一定、やらないといけないこと

があると思うんですが、一番児童数が少な

い鳥飼東小学校に関しては教職員の方は

２２人です。これは実際問題、現場として

しんどくないのかという話を一旦お伺い

したいんです。やらないといけないことは

どんな組織でも、一定、全部均一であると

さっきも言いましたけれども、それがある

中で、やはり人数の多いほうが負担割合と
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いうのは減ると思うんですが、そのあたり

の考え方を１点お伺いしたいです。 

 以上、３点すみませんがお願いします。 

○弘豊委員長 それでは、答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 小・中学校のＬＥＤ

電気設備更新のお問いでございます。 

 ＬＥＤ化につきましては、３校ずつ５か

年、設計を合わせ６か年の計画を当初立て

ておりました。令和２年度につきましては、

味生小学校、第二中学校、第三中学校の３

校で実施設計を行いまして、本年度それぞ

れ工事を実施した次第でございます。 

 次に、中学校給食の教職員の喫食につい

てでございます。 

 中学校給食において生徒の喫食率を上

げるために、一緒に教室で食べておられる

先生方にも、ぜひ食べていただきたいとい

うことでお願いはしておるんですが、強制

というわけではございませんので、結果と

して、第二中学校の先生方は喫食をしてお

られないというような状況でございます。 

○弘豊委員長 武田参事。 

○武田学校教育課参事 三つ目の質問に

対してご答弁いたします。 

 教職員の数につきましては、国が学級数

に対して何名と人数を定めておりますの

で、それに応じて配置しております。 

 お問いの人数が少ないことで大変なの

ではないかということですが、例えば、休

みの職員が出たときの対応等、人数が少な

いことで、大変な部分もございます。その

あたりは府からの加配等も活用しながら、

対応をしているところです。 

 以上です。 

○弘豊委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 照明器具のＬＥＤ化に

ついての内容は理解しました。全体の工事

の進み具合というか、今後の考え方につい

ても１点お伺いしたいです。 

 ２点目、給食なんですけれども、本当に

学校の雰囲気によってすごく差があるん

だろうなというのが理解できました。私自

身は何度も言っていますけれども、全員喫

食の中学校給食をやっていくべきだとい

う意見のほうなので、ここに関しては契約

がある限り、制度としてある以上、喫食率

を上げていこうという中では、見せ方とい

うのは大事だと思います。先生も食べてい

ないものを子どもが勧められても何で食

べなあかんのかとなります。確かに、自由

といえば自由なんですけれども、そのあた

り、先生が食べれば食べるほど、市の給食

費の支出も上がっていくんですけれども、

ただそういった形で指導というか、進めて

いってもらえるよう、雰囲気づくりという

のをちょっとやっていっていただけたら

なと思います。この点に関しては以上です。 

 ３点目、学校の先生の話なんですけれど

も、恐らく僕もＰＴＡをやっていますので、

学校の先生がちょっとしんどいという話

はよく聞きます。その中で人数が少ない中

でしんどいというのは聞くんです。やっぱ

り急に欠員が出た場合とかは、なかなかし

んどいという話を聞くんですが、働き方改

革というのが始まりまして、水曜日は残業

をしないというふうになりました。 

 令和２年度は確かもう始まっていたと

思うんですけれども、始まる前に私が言わ

せていただいたのが、システムだけ、形だ

け作っても意味がないですよと。結果、水

曜日は帰っていいだけであって、ほかの日

の残業がふえるであるとか、そういうこと

が起こってはいけないですよと。結局、そ

れが先生の負担になるんじゃないですか

ねという話をさせてもらった記憶がある
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んですが、そのあたり、この令和２年度に

関してどういう状況になっているのか。例

えば、確かに水曜日は早く帰ってますけれ

ども、ほかの日はふえているであるとか、

現場の意見とか、声とかどういった形で入

ってきているのか。分かる範囲で教えてい

ただけたらなと思います。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは、答弁のほうを松

田課長。 

○松田教育政策課長 ＬＥＤ化の今後の

考え方についてでございます。 

 昨年度の文教上下水道常任委員会にお

いて、様々な工事を学校でしていることに

つきまして、私どもといたしましては、Ｌ

ＥＤ化を安全という面で進めていきたい

というお話をさせていただいたかと思い

ます。 

 こちらの５か年をかけてという年数に

つきまして、これは学校の施設でございま

すので、国のほうの補助も入るということ

で手上げをしておりますが、それも確実と

いうわけではございません。年数がかかる

という点であったり、今、ＬＥＤはＣＯ２

の削減ということで環境の視点でも進め

られておりまして、特に学校施設について

は、注目をされておる次第でございます。

また、いろいろな業者等からも資料を頂い

ている中で、工事以外の方法等も見えてま

いりました。 

 現在、次の年の設計について発注をかけ

る時期ですが、再度ほかの方法についても

検討しているというようなところでござ

います。なるべく早くつけることができる

ように、また、市の財政当局のほうとも協

議をいたしまして検討したいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 武田参事。 

○武田学校教育課参事 働き方改革につ

いてご答弁いたします。 

 委員がおっしゃいますように、水曜日に

早く帰るようになったからといってほか

の日に遅くまで残っていたら意味はござ

いませんが、例えば、みんなが働いていて

自分は帰れるのになかなか帰りにくいな

とか、そういった気持ちをお持ちの方もお

られたかもしれませんが、水曜日は早く帰

ろうという声かけをすることで、早く学校

を出やすいというような環境設定は整っ

たというふうには捉えております。 

 ただ、おっしゃるとおり、例えば、働き

方改革の取り組みはこれ以外にもいろい

ろな角度から推進するべきだと考えてお

ります。例えば、夜間の電話を音声ガイダ

ンスにしたことで、働き方改革には役に立

っている等話も聞いております。それ以外

にも、教員の生徒指導対応の力を高めてい

くということも働き方改革にはつながっ

ていくと思いますので、そういった様々な

角度から取り組みを進めていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 ＬＥＤ化についてです。

今、答弁でもいただいたように、様々な形

を模索されているということでした。時間

がかかる作業ですけれども、様々な方法で

夏休みの間に終わらせるであるとか、安価

でできる方法であるとか、いろいろな方法

が時間を重ねてできていると思いますの

で、最良の手法を選んでやっていただくよ

う、これは要望しておきます。 

 働き方改革のほうなんですが、やはり僕

のほうでも聞くのが、蓋を開けてみれば、

制度が先行しているのではないかなとい
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う印象です。今、一定の電話の音声ガイダ

ンスのことであったり、成果は出ていると

いう話なんですけれども、学校によっての

人数の差であったり、そういうところもあ

りますし、今回、新型コロナウイルス感染

拡大がありましたので、それの特殊な対応

というのが本当に先生方の負担になって

いたのではないかなと。その中で制度をう

まく組み替えて新しくやっていってもら

わないと。人をふやすというのが一番いい

んでしょうけれども、予算の関係上もあり

ますので、なかなか難しいところがあるん

ですが、そういうところをちょっとやって

いっていただきたいな。 

 ただ、教育委員会のほうも、午後１０時

に行っても、午後１１時に行っても、職員

の方がいますので、本当に大変だなと。本

当にそちらに関しても負担がかかってい

るんだろうなと。現場だけではなくて、市

のほうでも一生懸命頑張っていただいて

いるので、何か最善の手を、私が用意でき

ていないのも申し訳ないんですが、しっか

り一つ一つ考えていっていただきたいな

と。これも意見だけで終わっておきますけ

れども、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは、嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 まず、歳入につきまし

て１点お聞かせいただきたいと思います。 

 給食費の収納率のことなんです。村上委

員もおっしゃっておりましたけれども、小

学校では９９．６％であるということで、

１００％に近い数字、これは相当にご努力

いただいているんだろうなと思っており

ますけれども、ちょっとお聞かせいただき

たいのは、令和２年度の実績として収納率

は分かりましたが、滞納している人数をお

聞かせいただきたいと。そういったケース

についてどのように工夫をして、１００％

に向けて取り組んでこられたのか。まずお

聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、歳出にいきますけれども、

決算概要１４０ページ、安全対策事業でご

ざいます。 

 青色防犯パトロール車を走らせていた

だいております。私もこのことにつきまし

ては、導入に向けまして、摂津市議会でも

提案をさせていただいてまいりましたし、

一定、効果はあったのかなというふうに思

っております。しかし、この取り組みが長

年続いてきて、果たして現在、当初目指し

ていた効果が出ているのか改めて振り返

る必要があるのかなと思っています。 

 そこで、令和２年度の実績を受けまして、

この防犯パトロール車を走らせることに

よってどういった効果があるとお考えな

のかお聞かせいただきたい。これが１点。 

 もう１点は、実際、パトロール車を走ら

せていて学校であったり、教育委員会に何

か報告をするような事例が実際にあった

のか。その点についてもお聞かせをいただ

きたいと思います。 

 続きまして、決算概要１４２ページ、研

修事業についてお聞かせをいただきたい

と思います。 

 この中で、お聞かせいただきたいのは、

特にコロナ禍ということを受けて、学校の

授業についてもいろいろ工夫をされてこ

られたと思います。その中で学校の先生方

もいろいろなご苦労があったのかなと思

っておりますけれども、コロナ禍というこ

とを意識した研修が実際に行われてきた

のか。その点についてお聞かせをいただき

たいと思います。 

 続きまして、決算概要１４４ページです。

教育相談事業についてお聞かせをいただ
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きたいと思います。 

 まずは、令和２年度の不登校の状況につ

いて、どのようにお考えなのかお聞かせい

ただきたいと。 

 それとこれも新型コロナウイルス感染

症への不安による不登校といったものが

あるというふうにお聞きをしております

けれども、実際にどうなのかその点につい

てもお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、決算概要１４６ページ、ス

クールロイヤー活用事業について、これも

午前中の質問の中にも出ていたんですけ

れども、改めて新規事業でございますので、

この取り組みを行った効果はどこにあっ

たのか。それとそのスクールロイヤーを入

れることによって、新たな視点で子どもと

向き合えたり、家庭と向き合えることがあ

るんだろうと思っています。 

 またそこの気づきを学校の現場という

か、先生方にもしっかりと還元をしていく

ということが大切なんだろうと思ってお

りますけれども、その点については、新規

事業ではございますけれども、どのように

捉えておられるのか。その点についてお聞

かせをいただきたいと思います。 

 続いて、１４８ページの英語教育推進事

業で、英検受験料の補助についてお聞かせ

いただきたいと思います。 

 まずは、決算を見ておりますと、相当に

残額はあるんですけれども、これは当初の

見込みよりも受験する人数が少なかった

ということでいいのか。その点についてま

ず確認をさせていただきたい。 

 この取り組みを行うことによって、中学

生も英語に対する関心の向上が見られた

のか。その点についてどのようにお考えな

のかお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、１４６ページに戻りますけ

れども、学力向上推進事業についてお聞か

せいただきたいなと思います。 

 令和２年度は学力定着度調査が行われ

まして、その結果については、村上委員が

質問の中でも触れていただきまして、相当

に向上が見られると。子どもたちの学力の

定着が見られるんだというお話でありま

した。そして、お聞かせいただきたいのは、

いわゆる学校間で格差が出てきているの

か。その点についておきかせいただきたい

ということ。また、これは小学校１年生か

らずっと受けていきますよね。この定着度

調査ということは、その個人のいわゆる縦

断的な経年の経過がしっかりと把握でき

るわけなんですけれども、子どもによって

はある時を境にどんと学力が伸びていっ

たり、あるいは、逆に下がったりといった

ことがあるんだろうというふうに思って

いるんです。そういったことについても一

人一人のいわゆる経年変化についてもし

っかりつかんで何か対策を打っていける

ような状況になっているのか。ぜひ、その

点についてもお聞かせいただきたいなと

いうように思います。 

 それから、生涯学習課に移りまして、図

書館と鳥飼図書センターのことについて

お聞かせをいただきたいと思います。 

 恐らくコロナ禍ということを受けて、閉

館をするような時期があったんだろうと

思っているんですけれども、私は図書館と

いうのは、特に会話をすることが少ない施

設ですよね。公民館でしたら、そこに行っ

ていろいろ皆さんで交流を重ねられて、活

動されてといったことで、当然会話が伴う

んですけれども、図書館と図書センターと

いうのは、当然、読書をしに行く場所であ

ったり、何か調べ物をしにいく場所であっ

て、誰かと会話をするということは基本的
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にはないのかなと思っているんです。 

 ということは、ちょっとほかの施設と違

うような考え方でもいいのかなと思って

いるんですけれども、まずその新型コロナ

ウイルス感染症への対応ということにつ

いて、令和２年度の取り組みがどういった

考えに基づいてなされていったのか。その

点についてお聞かせをいただきたいと思

います。 

 以上でお願いいたします。 

○弘豊委員長 それでは、順次答弁を求め

ます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 給食の収納率のい

わゆる滞納の人数についてでございます。

令和２年度につきまして４０人というこ

とでございます。 

 また、お支払いをいただくに当たり、ど

のような工夫をしているかということに

ついてですが、この給食費につきましては、

学校現場の学校事務職員が主に収納をし

ております。おおむね口座引き落としにな

っておるんですが、口座で引き落としがで

きなくなった場合等に、お電話で催促とい

うか、お願いをしたり、文書を発送してい

ただいたりしております。 

 また、学校現場という点を生かしまして、

懇談会であったり、何か学校にこられた際

に、直接お話ししていただいたりもしてお

ります。やはり直接お話をさせていただく

ことができれば、お支払いいただける率も

上がってまいります。支払いの方法とかも

ご相談できますので、大変に学校現場はご

苦労いただいて、工夫をしていただいてい

るということでございます。 

 ２点目、青色パトロールの効果というこ

とでございます。 

 青色パトロールカーが街頭を回ること

によって、犯罪の抑止をするということが

目的でございます。 

 ふだんから青色パトロールカーが学校

周辺を回っていることで、もし何か入ろう

かなとか、よからぬ心を持っておられる方

がいらっしゃっても、とどまっていただく

ことが目的でございますので、一定の抑止

力になっているのかなと思っております。 

 次に、青色パトロールカーの報告するよ

うな事例があったかということなんです

けれども、令和２年度につきましては、そ

の抑止力という点であると思うのですが、

実績としてゼロ件となっております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 山根課長。 

○山根教育支援課長 教育支援課所管分

に関するご質問について、答弁を申し上げ

ます。 

 ご質問の３点目、コロナ禍における授業

の工夫について、研修実施の件でございま

す。例年初任者を対象にハートアクティビ

ティということで、子どもたち同士の人間

関係、子どもたち同士をつなげるというよ

うなそういった趣旨の研修をしておりま

す。 

 昨年度、また、今年度につきましては、

なかなかコロナ禍の中で子どもたち同士

触れ合うというようなそんなことがしに

くい。ただ、そんな中でも例えば、直接手

をとるということではなくて、バトン等を

使って関わるであるとか、そういったコロ

ナ禍でもできる人間関係作りの工夫につ

いて、研修をしたところでございます。 

 また、授業の工夫というところとは少し

外れるかもしれないんですが、養護教諭に

向けた研修として、「学校における新型コ

ロナウイルス感染拡大防止策と保健室運

営」というようなことでも研修はさせてい
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ただいております。 

 研修については以上でございます。 

 ４点目の相談事業。不登校の件でござい

ます。昨年度の相談内容別の件数を見まし

ても、不登校でのご相談というのは一番多

いものでございます。教育センターとしま

しては、不登校のお子さんと学校がしっか

りつながられるような支援。学校の会議等

に職員を派遣して、助言をしたり、場合に

よっては教育センターの適用指導教室に

通われているお子さんなんかもおられま

す。そこから学校登校に向けて関係をつな

ぎ直して、再登校に向けた取り組みという

ところも進めておるところでございます。 

 また、新型コロナウイルス感染症への不

安による登校できない状況のお子さんに

ついても、いろいろなオンラインであると

か、そういった取り組みも進めながら学校

と子どもたちが保護者も含めて関係を切

らさないというところは、声掛けをしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 それでは、学校教

育課に関わる５番目の質問。スクールロイ

ヤーの効果と新しい視点という内容につ

いてのご答弁を申し上げます。 

 まず、効果については、先ほども申し上

げてきたように、重篤な事案が減ってきて

いる。未然に対応できたり、早期対応がで

きる。こちらのことが効果なのだと思いま

す。新しい視点でと言いますと、今回この

委託事業とは直接関係はなくスクールロ

イヤーに校内研修に入っていただくよう

になっております。 

 研修会の中で、例えばその学校で過去に

起きた事案とかをどのように考えていく

か。個別なケースに法的な観点からは、ど

のように対応するべきかと、教員がそうい

う法的な対応について学ぶ機会とする。ま

た法的にも子どもたちと接するときにど

ういうことが大事なのかを考える機会と

する。そういった新しい視点でのスクール

ロイヤーの効果になっているのではない

かなと考えています。 

 以上です。 

○弘豊委員長 山根課長。 

○山根教育支援課長 実用英語技能検定。

検定料の件でお問いのことにご答弁を申

し上げます。 

 おっしゃるとおり、残額につきましては、

対象の生徒数で予算をとっておったので

すが、受験希望がそこまでいかなかったと

いうことでの残額となってございます。 

 また、意欲の向上は見られたのかという

点でございます。こちらについても、自己

負担であれば受験しなかったというお子

さんが受験する機会となっております。ま

た、受験に向けた学習を進める中でいろい

ろな学校の取り組みも含めまして、英語を

学習する時間といいますか、機会が充実し

た結果、意欲の向上につながったのではな

いかと考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 それでは、学校教

育課に関わる７番目の学力向上に関わる

内容。学校間の格差等に関わる内容につい

て、ご答弁申し上げます。 

 まず、学力向上が見られてきて、学校間

の格差、差があるかといわれますと、当然、

差はあるというふうに捉えています。しか

しながら、例えば、この間、市として点数

に見られる学力を高めていきましょうと

か、取り組みの好事例としまして、家庭学

習週間の取り組みであるとか、相互授業参
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観で授業力を高めていきましょうとかそ

ういった取り組みを校長会、教頭会、学力

向上担当者会等で広めてまいりました。 

 摂津市はそういった意味で規模が小学

校１０校、中学校５校で規模がちょうどい

い。我々の思いや考えとか、好事例を広め

るのにちょうどいいぐらいの大きさでも

ありますので、思いや好事例が広がり正直

学校間の差というのは縮まってきてはい

るなと捉えています。 

一人一人の子どもたちの伸び。そういっ

た学力に対する対策ということですが、例

えば、学力定着度調査では、個人票でその

子の経年を追えるようなグラフ等もつけ

るように形を変えてまいりました。子ども

たち自身もその自分の伸びとか、変化につ

いて見ることもできますとともに、学校、

例えば、担任の先生がそういった様子を見

ることもできます。 

 そういうことによって、例えば、急にあ

る学年で学力がぐっと落ち込みが見られ

たりしたときには、何があったのかなとし

っかり考えて対応できるような工夫もさ

せていただいているところです。 

 以上です。 

○弘豊委員長 中尾課長。 

○中尾生涯学習課長 私のほうから図書

館に関します新型コロナウイルス感染症

の対策等について、お答えさせていただき

ます。 

 緊急事態宣言とまた大阪府の新型コロ

ナウイルス感染症対策会議の中で出され

た要請に従いまして、図書館については休

館をしたり、また、定期的なイベント。お

はなし会とか、映画会等を中止させていた

だいております。 

 委員がご指摘のとおり、図書館というと

ころは静かに本を読んだりということで

そういう会話がない場所ではないかとい

うお話をいただいておりますが、確かにそ

うではございますが、実際、図書館の中で

は各本を手に取ってご覧いただくそうい

う接触の感染のリスクとか、大阪府の要請

の中で外出制限の要請等がございました

ことから、今回、そういう要請に応えまし

て、休館の対応等々をさせていただいたも

のでございます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ありがとうございま

す。 

 それでは、要望でとどめていきながら２

回目をさせていただきたいと思います。 

 まず、給食費のことでございます。以前

からこの点は私も質問させていただいて

まいりまして、相当に頑張っていただいて

いるなということはよく分かるんです。 

 実際に事務職員が対応されて、単純に銀

行、いわゆる金融機関の口座です。そこに

残が足りなかったから落ちなかったとい

うところのことについては、そういう対処

をされていると思うんです。ただ、要は問

題なのは、そういった基本的にはちょっと

したミスというか、そういったことではな

くて、なんとかこの給食費を払わずにしの

げないかなというようなことがあれば、こ

れは大きな問題だなと思うんです。それは、

我々は給食費を払っているのに、何であの

人だけ払わないんだということ以上に、子

どもへの教育ということを考えると私は

非常に大きな問題だというふうに思って

いるんです。当然、これは１００％になる

のが当たり前の話やと思いますし、そうい

ったご家庭に対してどのように向きあっ

ていくのかということは非常に、そのご家

庭に育っているお子様の今後を考えたと
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きにも、非常に大切なことだろうと思うん

です。言い方は悪いかもしれませんけれど

も、家族でどっか食事に行ってそのまま無

銭飲食するようなものですよ。簡単に言う

と。そういったことを許すわけにはいかな

いわけですから、当然強い態度に出なけれ

ばなりませんし、やはりそういった態度を

お子さんは見ているんですよということ

についても、しっかりと伝えていかないと

いけないと思っているんです。 

 村上委員が午前中の質問の中で、新型コ

ロナウイルス感染症の影響もあってなか

なか生活が苦しいからという話がありま

した。もちろんそういったこともあるかも

しれません。ただ、そういったことについ

て、やはりいろいろな制度でしっかりとカ

バーできるわけでしょう。そうではなくて、

払える能力があるのに、払っていないケー

スについては、これはしっかり対応してい

かないとあかんと思っていますし、先生方

が懇談を利用して直接お話をするという

ことにとどまるのではなくて、さらにその

先の対応も考えておくべきであろうと思

っていますけれども、再度、この点につい

てはお聞かせいただきたいと思います。要

は、先生方が懇談などを利用して実際にお

話をしたんだけれども、支払う能力がある

にもかかわらず、払おうとしないケースに

ついてはさらに踏み込んだ対応をとって

いるのか。そこについて２回目をお願いし

たいと思います。 

 それから、青色パトロールの件なんです

けれども、犯罪抑止ということで言うなら

ば、単純にお聞かせいただきたいのは、ず

っと市内を巡回していただいてます。とい

うことは、時間帯を変えたりしながら、あ

るいは、ルートも変えたりしながら回って

いるのか。その点について単純な話ですけ

れども、確認をさせていただきたいと思い

ます。 

 パトロールをしながら、学校現場であっ

たり、教育委員会への報告はゼロというこ

とについては、私は正直どうなのかなと思

っています。犯罪の抑止というお話もして

いただきましたけれども、あわせて子ども

たちの特に下校の様子を私は拝見してお

りますと、非常に横に広がって車が通って

いるのによけようとしないとか、そういっ

た姿をよく目にするんです。そういったこ

とについても、私はせっかくパトロール車

を走らせているのであれば、そういったこ

とは、私は教育現場にしっかりと報告が上

がってもいいのではないかなと思ってい

るんです。それは子どもたちが犯罪から身

を守るということだけではなくて、自ら交

通安全の意識を高めていく。それをまた学

校現場もしっかりと把握していくという

ことでいうと、もっと活用していくべきな

んだろうなというふうに思っているんで

す。 

 令和２年度の話はこれで終わっている

ので、この決算の中では言いませんけれど

も、今後、そういった視点も合わせてこの

事業は進めていくべきでないのかなと思

っているので、次年度以降の取り組みにつ

いて、何かお考えのことがあればお聞かせ

いただきたいと思います。 

 それから、研修事業のことなんですけれ

ども、私はコロナ禍になっていろいろな制

限が子どもに課せられる中で、非常に大き

いなと思っていることがあるんです。それ

は何かといいますと、いわゆる縦割りの学

年を超えた子どもたちの交流といったも

のが非常に限られているのと違うかなと

思っているんです。ちょっとこれは個人的

な話になるかもしれませんけれども、先日、
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ある中学校で中学１年生の合唱コンクー

ルがあったんです。そのときに見ていた保

護者がびっくりしたと。何をびっくりした

かというと、その中学校では、体育祭であ

るとか、合唱コンクールに非常に子どもた

ちが前向きに取り組んでいて、合唱コンク

ールのちょっと前から朝早く登校してみ

んなで頑張ろうみたいなことを繰り返し

やっていると。なので、合唱コンクールを

実際に見てみると非常にすばらしいもの

だと。中学１年生の子どもが第一子といわ

れるご家庭は今回見られて特に何も思わ

なかったそうなんです。 

 しかし、その中学１年生の子どもが第二

子以降のご家庭は非常に驚いたと。何かと

いうと、こんなに声が出ないのかと。こん

なにクラスが一体感を醸し出すことがな

いというのは初めて見たということをお

聞きしたんです。 

 僕は間接的に聞いたんですけれども、そ

こで保護者の間で言われていたのは、例え

ば、新型コロナウイルス感染症の影響があ

って小学校６年生が中学校に行って、合唱

コンクールを見るという経験をしていな

い。あるいは、卒業式にしても卒業する児

童だけが出席をして、例えば、小学５年生

が６年生を見送るということをしていな

くて、何かそういう経験が今の中学１年生

は非常に限られていて、これはちょっとか

わいそうだなという話になったらしいん

です。 

 そのことで校長先生も恐らく危機感を

もたれたそうで、中学１年生に語りかけて

いたそうなんです。何かというたら、君た

ちは新型コロナウイルス感染症のことが

あったので、非常にできることが限られて

きたと。だから、これからしっかりと上の

学年の合唱をよく聞いてくれと。クラスが

まとまるということがこんなにすばらし

いものだということを感じてほしいとい

うような。まさに危機感からくるようなメ

ッセージを校長先生がおっしゃっていた

そうなんです。 

 私は実際に見ていないんですけれども、

その中学校ではかつて、なかなか授業が成

立しないような状況がありました。本当に

先生方はご苦労されたと思うんですけれ

ども、しかし、それをなんとか今落ち着い

た状況にまでもってこられたのは、そうい

った体育祭とか、合唱コンクールとか、そ

ういったいわゆるイベントを通じてみん

なが一つになるということの大切さを先

生が粘り強く働きかけていただいて、そこ

に生徒も感じるものがあって、また、上の

学年のすばらしい姿を目にすることで感

じるものがあって、だんだんとよくなって

きている。これが今まで言いましたような

取り組みが制限される中で、また悪い状況

につながっていくのと違うかという不安

を恐らく校長先生は感じられたんだろう

と私は推察しているんです。 

 ですので、研修事業というお話で今、私

の意見を申し上げておりますけれども、コ

ロナ禍によって制限されたところは我々

が思っている以上に根深いものがあるの

ではないかと。改めて今まで摂津市が学校

現場において様々な取り組みを行ってま

いりましたがどういった効果をもたらし

たのかをいま一度振り返って、何かこの事

業の取り組みをすることが、当初の予想よ

りも実はもっと大きな効果があったんだ

なということについて、改めて気づくこと

も大切なんだろうなと思っているんです。 

 そういったことを全体として共有して

いかないと、私は今後非常に厳しい状況が

あるのかなと思っています。改めてお聞か
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せいただきたいのは、今後、先ほど申し上

げたいろいろな取り組みによって、いろい

ろと複合的に重なり合って、今、学力も上

がってきているし、学校の状況も基本的に

は授業に向きあうような状況になってき

ている。しかし、本当に今の状況が今後続

いていくのかということを考えると、足元

から見詰め直していく必要があるのかな

と思っているので、その点について今のお

考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、不登校のお話なんですけれど

も、確かに摂津市はこれもかつて不登校に

なる児童・生徒の数が多かったです。それ

は決して褒められたことではないだろう

ということで、いろいろ工夫もしていただ

いてまいりました。 

 一定、改善傾向にはあったわけで、私は

今までのご努力は非常に肯定的に捉えて

います。かと言って、何があっても子ども

たちが登校しないといかんというわけで

はないと。つまり、今の苦しい状況から逃

れるためには、不登校という状況も一つや

むを得ない選択肢かもしれませんけれど

も、そういったことを認めていこうという

ところがこれは社会的に出来上がってい

るようには思っているんです。ぜひ、今後

もそういった視点をもちながら、相談業務

に当たっていただきたいと思っておりま

すし、新型コロナウイルス感染症への不安

のことについては、大切なのはこの感染症

がどういったものなのかということを正

確にお伝えしていくことなんだろうと思

っています。 

 まだ、現在は感染者の数が非常に減って

いますけれども、今後分からないところは

あると思うので、ぜひ、そういった不安に

よって不登校になるようなケースについ

てはしっかりと正しい状況をお伝えしな

がら対応していっていただきたいなと、要

望として申し上げておきたいと思います。 

 それから、スクールロイヤーの件なんで

すけれども、河平参事からご答弁いただき

まして、私、大事なのは、今答弁でもおっ

しゃっていただいたように、校内の研修の

中に入っていただいて、今までのケースス

タディをやっていくというところは、私は

やっぱりこれが本当にスクールロイヤー

を入れていく効果なんだろうと思ってい

るんです。そのことによって教職員の方が

いかに子どもたちと向き合っていく、対応

力を磨いていくということにつながって

いくと思いますので、ぜひ、これはもっと

もっと活用していただいて、より子どもた

ち一人一人と向き合っていけるような対

応力を高めていくような取り組みをお願

いしたいなと思っております。これも要望

でとどめておきたいと思います。 

 それから、英検の話なんですけれども、

残額のことについてはまず理解をいたし

ました。効果について、今お話をお聞かせ

いただいて、私は非常に大きな効果があっ

たように思っているんです。実際、これは

私の家庭の話で申し訳ないんですけれど

も、私の第一子は今大学生で中学校のとき

に英検を受けようという発想は全くなか

ったです。ただ、今、中学３年生の子ども

は、令和３年度の取り組みになってしまい

ますけれども、実際には英検を受験いたし

ましたし、全額負担にならない中学１年生

の子も実は令和３年度になりますけれど

も受験をいたしました。そうなるとやっぱ

り自分で参考書を買いに行ったりしなが

ら、英語に向かっているんです。私はこの

英検の受験料の補助というのは、今まで自

己負担していたとこを保護者の皆さんの

負担軽減というところで導入すること以
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上に大きな成果があるんだろうなと思っ

ておりますし、ぜひ、この事業を活用して、

より子どもたちが英語の授業に対して意

識を向上していくことができるように、し

っかり取り組んでいただきたいなと思っ

ておりますし、例えば、英検を受ける子ど

もに対して、先生方はちょっと補講するよ

うなことも私はあってもいいと思ってい

るんです。ぜひ、そういったことも取り組

みを複合的に絡めていっていただいて、子

どもたちの学力の向上であったり、関心の

向上につなげていただけるように、これも

ぜひ、よろしくお願いしたいなというよう

に思っております。今は補助の対象になっ

ているのは３級の受験だけですよね。次年

度以降対象を広げていくとか、今後の方向

性についてもお聞かせいただきたいと思

っていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それと学力の向上についてでございま

して、まず学校間での差があるのはあるけ

れども、だんだん縮まっていっていること

については、少し安心したところはござい

ますので、ぜひ、学校間の差異ということ

についてはいま一度、目を向けながらその

差がなるべく縮まっていくように取り組

みをしていただきたいですし、それが学力

の高い学校が落ちることによって縮まる

ことのないように、今低いところが上がっ

ていって縮まっていく方向で、ぜひ今後の

経年変化を見ていただきたいなと。この点

については要望として申し上げておきた

いと思うんです。それと個人の経年変化に

ついては、私はもっと先生方に目を光らせ

てほしいなというふうに思っているんで

す。これはかつて私が学校の先生方に研修

をしている人から実際に聞いた話なんで

すけれども、その方はたしか小学校の高学

年のクラスの担任をもったらしいんです

けれども、その子どもがその方が担任をさ

れたときには、非常にやる気のない子ども

だったそうなんです。一学期、二学期とず

っと時が経過する中で、そしたら、この子

の昔の姿はどうやったんだろうなという

ことをずっとひも解いていったらしいん

です。一つずつ学年を遡っていって、する

と、昔に戻れば戻るほど非常にやる気もあ

るし、非常に前向きに勉強にもいろいろな

学校の行事にも取り組んでいる子どもだ

ったと。あるときからその子どもがちょっ

と後ろ向きな姿に変わっていった。何なん

だろうなということでいっていると、ある

ときに、お母さんが亡くなったということ

があったらしいんです。遡ることによって

やっと気づけたと。なので、その子はただ

やる気のない子どもだと思っていたんだ

けれども、これは教師でありながら、ある

意味母親代わりのこともしてあげること

も大切なのかなということで、先生が授業

が終わった後に、このままでいいのであれ

ば、クラスに残って勉強してもいいよと、

もし分からないことがあれば教えてあげ

るからという話をしたらしいんです。最初

はただ残って勉強をしていただけやった

らしいんですけれども、ずっとそれを繰り

返しているうちに、その子どもからここが

分からへんから教えてというような話が

出てきだしたと。それをきっかけに、こち

らの気持ちも変わっていったし、その子も

どんどんさらにやる気も増していったと

いう話もお聞かせいただいて、今ある状況

だけではなくて、そのもとになっているの

は何なのかということについてつかんで

いくことが大切なんだというお話をお聞

かせいただいたことがあったんです。 

 私はそれぞれ個人の経年変化をしっか
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り見ていくことによって、どこでつまずい

ているかということであったり、家庭の状

況でどんな変化があったのかということ

についても、気付けるんだろうなと思って

いますし、そのことによってその子に対す

る向き合い方も変わっていくんだろうと

本当に思っているんです。ぜひ、そういっ

たきめ細かい捉え方もしていただきなが

ら、確かに一人一人に向き合っていくとい

うことは、非常に難しいことだと思ってい

ますけれども、ぜひ、その点についてはし

っかりと取り組んでいただきたいなと。こ

れも要望として申し上げておきたいと思

います。 

 それから、最後に、図書館のことなんで

すけれども、今おっしゃっていただいたよ

うに、イベントなんかは中止をしてそれで

よかったと思っているんです。ただ、その

施設の特徴を考えると、そこで会話をした

りということはほとんど発生しないよう

な施設ですよね。確かに、手でとるからそ

こで感染する可能性があるとおっしゃる

かもしれないけれども、ほかの施設と比べ

ると相当に感染リスクは低いわけで、そこ

ら辺のことはしっかりと市の方針だから

こうだということではなくて、それぞれの

施設の特徴を考えて提案していくなりと

いうことが本来はあるべきなんだろうと

思っているので、今後の話として、市全体

としてはこうかもしれないけれども、ぜひ、

こうさせてくださいというようなことを

投げかけられるような取り組みをお願い

したいなとこれは要望として申し上げて

おきます。 

 ２回目は以上です。 

○弘豊委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 給食費の滞納につ

きましてのご質問でございます。 

 教育委員会事務局にお話が上がってく

るような内容につきましては、どちらかと

いうと、就学援助につながるまでの間の滞

納のご相談であったりが多く、余りお金が

あるのに支払ってくれませんというよう

な相談というのはないのですが、本当にお

金があるのに払わないということであれ

ば、学校給食の意義というものをしっかり

と説明して、ご理解いただかなければなら

ないと思いますので、事務職員ではなく学

校管理職の対応であったり、場合によって

は、多少厳しく説明する必要もあると認識

しております。 

 また、青色パトロールのルートについて

ですが、午前と午後で回っていただいてい

るのですが、午前には安威川以南を回って、

次は安威川以北を午後に回る。あるいは、

その逆バージョンというふうに曜日によ

ってずらしたりはしています。夕方の下校

時刻については、中学校区ごとに月火水木

金と第五中学校区とちょうどあるので、月

曜日は第一中学校区といったような回り

方をさせていただいております。 

 長期的に実施している事業ですので、学

校周辺には青色パトロールが回っている

んだなというような認識を近所の方に、結

果として少ない回数ではございますが、も

っていただいているのかなと思います。私

も休日の折、外に出たときなどに青色パト

ロールカーを見かけて、ああ、こうやって

ふだんから市民の皆さんにも見ていただ

いているんだなと感じているような次第

です。 

 ただ、今ご指摘があったような子どもた

ちが道に広がって車をよけようともしな

いということは、それは安全面ということ

で良くない点でございますので、青色パト

ロールが回っていただく日誌をつけてい
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ただいております。公園に回っていただい

て何人の子どもたちがいてというような

のもあるんですけれども、あまりにもひど

いような点があれば、私どもに教えていた

だくということも検討はできますし、まず

は、午前中から話もありました交通専従員

であったり、地域の方の見守りであったり

と、大人の方がとってくれる安全対策がし

っかりしているんですが、子ども自身への

交通安全教育というのも重要であると思

いますので、その点は学校ともお話をさせ

ていただきまして、進めていきたいと思っ

ております。青色パトロールにつきまして

は、今ご指摘いただいた点のほかにも、検

討していきたい課題であると思っており

ますので、次年度以降、少しいただいた意

見を踏まえて考えていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 山根課長。 

○山根教育支援課長 ３番目、研修事業に

関わるご質問にご答弁を申し上げます。 

 委員のご指摘のとおり、学校行事である

とか、様々な学校の取り組みの中で、集団

を作って、その集団の中で個々の子どもた

ちが成長して、また、場合によったら上級

生の姿から将来あるべき姿、目標を見ると

いったことが学校という場で学ぶ大きな

意味だと思っております。 

 行事に限らず様々な取り組みがコロナ

禍の中でできないというような状況にな

っております。ただ、校長会等で本来、そ

の取り組みをしていた目的、何のためにし

ていたのかということをよく改めて振り

返っていただいて、今できることは何なの

か。それを途切れずにしていただきたいと

いうお声がけをさせていただいています。 

 引き続き研修という場に限らず、学校の

これまでの取り組みの目的、趣旨に立ち返

っていただきながら、効果的に子どもたち

を育てるという視点で我々も支援を進め

ていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 河平部参事。 

○河平教育総務部参事 先ほどの質問に

かかる内容で新型コロナウイルス感染症

に係る対応とか、学校の指導にかかる内容

もありましたので、指導等を所管しており

ます学校教育課のほうからも補足で回答

させていただきます。 

 嶋野委員がおっしゃったように、たぶん

ある学校は私も想定している学校だと思

うんですけれども、本当に学校の状況がよ

くなってきております。学校全体として取

り組み、学力もよくなってきているところ

です。 

 その学校が特によくなってきている要

因というのは、子どもたちを主体的に活動

させていく。我々としては「魅力ある学校

づくり」をやっていただいていると思って

おります。 

 また、この間、コロナ禍で先ほどご指摘

いただいたように、学年交流であるとか、

小・中連携などを通して、身近な先輩がす

ごく頑張っている様子を見る機会。そうい

うことができなくなっております。新型コ

ロナウイルス感染症対応はしっかりとし

ていかないといけないと思いますけれど

も、我々としましてはそういう感染状況と

かもしっかり踏まえて、新しい知見とかも

学校にメール等ですぐに情報を伝えて、で

きる限り学校の教育活動がしっかりでき

るように、学校が対応が困らないように、

市として方針を示すなど情報提供もして

いきたいと思います。先ほど、その学校が

頑張っているところの取り組みについて
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は、例えば、オンライン等で伝えていく方

法など工夫してやれるように、こちらとし

ては指導・助言していきたいと思っており

ます。 

○弘豊委員長 山根課長。 

○山根教育支援課長 ６番目、実用英語技

能検定の検定料補助についてのご質問に

お答えいたします。 

 対象としましては、目標としては中学校

卒業程度である３級の合格を目標とした

取り組みではございますが、３級に限らず、

既に３級をお持ちのお子さんについても

例えば、２級を受験されるお子さんについ

ても補助ができます。場合によっては、４

級であるとか。とにかく英語検定の受験に

対して補助ということでしております。 

 今後の方向性についてでございますが、

一定、新型コロナウイルス感染症での一斉

休校を経験したお子さんたちへの支援と

いう目的でスタートしております。受験率

も５０％弱というところでしたり、アンケ

ートをさせていただく中で補助がなくて

も自己負担でも受けさせたいというよう

な保護者の思い等も見えてきた部分もご

ざいます。今後、できる限り多くの児童・

生徒の英語、学習意欲の向上ということで

できる取り組みはないかということを考

えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 では、嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ありがとうございま

す。 

 そしたら、まず給食費ですけれども、私

が２回目で申し上げたように、払える状況

にあるにもかかわらず、また、いろいろな

人が働きかけているのにもかかわらず払

わないという状況がもしあるとすれば、そ

れは公平感ということももちろんござい

ますけれども、それは先ほど申し上げたよ

うに、子どもの今後の成長を考えると非常

に大切な問題だと思っているんです。昔は

恥の文化といったものがあって、こういう

ことをしたら世間にこういうふうに見ら

れるんだ。だから、しっかりしようという

意識が働いた。それがだんだんと今はなく

なっているんだと思うんです。 

 しかし、本来そうあるべきなんだろうと

私は思っておりますので、ぜひ、そこにつ

いては、ある意味ではそうすることがお子

さんの成長にどうなるのか考えてほしい

んだというような角度から私はアプロー

チをしてほしいなというように思ってい

ます。 

 ちょっと話が変わりますけれども、今、

ＰＴＡに加入する人が減っているとかそ

ういったお話もあります。そういう話にな

ると私はいつも思うんですけれども、保護

者からすると、何か嫌なことがあるから、

役をしないといけないから逃げるという

発想もあるんだろうと思います。しかし、

そうしたら、逆に聞きたいけれども、あな

たのお子さんが嫌なことがあったら逃げ

るようなお子さんになってほしいですか

という問いかけをすると、そうではないと

思うんです。だったら、大人としての親と

しての背中を見せてくれということが根

底にあるんだろうなと思っていますので、

大人が子どもにどういう背中を見せてい

くのかということが、教育にも関連してく

ることがあったりするんだろうと私は思

っているので、ぜひ、そういったことにつ

いて一度、教育長のお考えを、今後摂津市

としてどのように我々大人が子どもたち

に背中を見せていくのかということにつ

いて、少しお話をお聞かせいただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 
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 それから、その青色防犯パトロールのこ

となんですけれども、導入当初は恐らく相

当に抑止効果や、市民の方の意識も相当に

あったと思います。しかし、これがずっと

走らせているうちに、そういった意識での

効果は薄れてくるんだろうなと思うんで

す。ですので、先ほど課長がおっしゃって

いただいたように、いま一度、次年度どう

するか考えていくということでございま

すので、本当に当初の目的効果が現在果た

されているのか。ぜひ、いま一度、考えて

いただきたいですし、走らせるのであれば、

目的として、また違ったこともあっていい

と思います。私は子どもたちの交通安全の

話というのは、一つの視点としてあると思

っているので、ぜひ、そういったことも織

り交ぜながらなくすのではなくて、当初の

目的と変わってもいいから、走らせていく

というような取り組みをぜひお願いした

いなと思います。いわゆる費用対効果とい

う言葉がありますけれども、その中で、最

適な方法をぜひとっていただきたいと。そ

の中で先ほど午前と午後でルートを変え

るというお話がありましたけれども、そう

いったことについてもお考えをいただき

たいなと。これは要望として申し上げてお

きたいと思います。 

 それから、研修のことについてお話をい

ただきました。また、いわゆる学年を超え

た取り組みであったり、小・中連携の取り

組みについても、補足で答弁をいただきま

した。私が先ほど言いました、ある学校な

んですけれども、非常に先生方も、また、

保護者も地域の方も、ご苦労いただいて、

今の状況になんとかなってきたなと思っ

ているんです。今の特に中学２年生、中学

３年生を見ていると、大丈夫なんだろうと

思っていますけれども、中学１年生を見て

いるとこの先不安だなという気も正直も

っているんです。 

 なので、今が一番我慢の時期なのかとい

うふうに思っていますし、ぜひそういった

ことを意識の中でもっていただいて、もし、

教育委員会としてフォローできることが

あればしっかりとしていただきたいです

し、恐らくその学校だけではなくて、コロ

ナ禍で学年を超えた交流であったり、先輩

の姿を見て、何か肌で感じるものというの

がひょっとしたらなくなっているのかも

しれないなと思っていますので、その辺の

ことを学校現場の先生方とも意見交換を

していただきながら、よりきめの細かいフ

ォローをしていただけるように、お願いし

いたいなとこれも要望として申し上げて

おきたいと思います。 

 最後に、英検の補助のことなんですけれ

ども、確かに新型コロナウイルス感染症に

対する支援ということで始められたもの

ですが、この補助がなくなっても英検を受

けますよというご家庭が多いというよう

なお話でありました。私はそれはそれでい

いと思っています。 

 ただ、今回のことで子どもたちが英検と

いうものがあるんだと。それをきっかけと

して、向上心をもっていただいているとす

るならば、これは経済的な補助以上の効果

があるんだろうというように思っていま

すので、ぜひ、こういった視点から、今後

これをなくした後で、子どもたちの勉学に

対する意識がどう変わっていくのかとい

うことについても、しっかりと目を向けて

いただいて、今後のあるべき姿をしっかり

と模索していただきたいなと。そのために、

こういった補助があれば、より子どもたち

の意識が向くし、そのことが子どもたちの

意欲や実際の学力の向上につながってい
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くんだというのであれば、また補助をして

いくといった方向性はあるんだろうと思

っていますので、ぜひこの点については、

今後のいわゆる課題意識をもっていただ

いて、状況を見据えていただきたいと要望

として申し上げておきます。 

１点だけお願いします。 

○弘豊委員長 それでは、答弁のほうを教

育長。 

○箸尾谷教育長 日本の社会構造という

か。社会は随分変わってきたなと思ってお

ります。 

 例えば、太平洋戦争前はお国のためにと

いうことで大人はいい悪いは別として、み

んな一致団結して取り組んでいた。それが

戦後、今度は会社のためにということで国

を再建するために会社人間と言われるほ

ど取り組んできた。 

 それから、時を経て、マイホームパパと

呼ばれるような家庭を中心に取り組むよ

うに考えるようになってきたのかなと。今

は、どちらかといえば、親であっても自分

中心に考え、行動するケースがふえたので

はないかなというふうに思うんです。例え

ば、スーパーとかで小さな子どもをしかっ

ておられる様子を見ても、本当に子どもの

ことを考えて怒っているのか。自分の子ど

もが言うことを聞かない状況を周りの人

が見て、親として失格だというレッテルを

張られるのではないかと恐れている。何か

子どものためというよりも、自分が腹が立

つからとか。自分が格好悪いからというよ

うな気持ちで怒っておられるのではない

かなと思うことがあります。本当だったら

小さい子ですから、同じ目線にしゃがんで

子どもをしっかり抱きかかえて目と目を

合わせて話して聞かせるということが本

当なんでしょうけれども、なんか上から手

を引っ張って、言うことを聞かへんねんや

ったらみたいな対応をされているのを見

ると本当に心が痛む場面が結構あります。 

 それが今、委員がご指摘いただいた給食

のお金がありながら、徴収に応じていただ

けない方とイコールではないかもしれま

せんけれども、なんかそういう自分のため

だけを考え、行動をされている親御さんが

多くなってきているというのは本当に危

惧しているところであります。 

 そういう意味で大人。特に親が子どもに

自分の背中を見せるということは、何も言

わなくてもその背中を見て子どもがいろ

いろと感じると思うんです。そういうこと

をしっかりと親御さんにも理解していた

だきたいし、そう考えて行動していただき

たいのですが、学校教育に取り組んでいま

して一番難しいのは子どもに関わる、子ど

もに話をするのは学校の教員はある意味

仕事ですし得意なんですけれども、自分と

同い年、あるいは、自分より年上の保護者

に対して話をする、分かってもらうという

のは本当になかなか難しいところもあり

ます。そういう中で教員にもそういうノウ

ハウを身につけてもらうような、あるいは、

必要性を訴えるような研修もしていかな

いといけないと思いますし、私たち教育委

員会も折に触れて保護者フォーラムとか、

そういう中でその必要性を伝えていきた

いというふうに思います。 

 大阪府教育委員会も以前から親学習と

いう取り組みをしておりますが、この親学

習は高校生を対象に、高校生が親になるた

めにということでやっておりますけれど

も、なかなか本当に難しいんですが、やっ

ぱり中学生あたりから親というものはど

うあるべきかみたいなことも、一定勉強し

て行ってもらうことも必要なのかなと感
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じています。 

 以上です。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 教育長のお考えを今

お聞かせいただきまして、ありがとうござ

います。 

 私もやっぱり親としての自覚といいま

すか。そこをいかにもっていただくのかと

いうところが最終的には大事なんだろう

なというように思っているんです。そうい

うことを考えたときに、私は以前から申し

上げているのは、子どもが学校に入ってく

る以前の状況です。幼稚園だったり、保育

所、こども園に通っているときというのは、

保護者といろいろお話をする機会という

のが格段に多いわけです。そういったとこ

ろをしっかりとらまえて、摂津市としての、

あるいは、教育委員会としての方向性をし

っかりとお伝えをして、ちょっとでも子ど

もにより向き合ってもらえる。そういった

思いをもっていただけるような投げかけ

を私はより行っていただきたいなと思っ

ています。 

 先ほどおっしゃっていただいたように、

子どものためを思ってしかっているのか。

あるいは、自分の感情で怒ってしまってい

るのかということは、非常に大きな違いで

すし、ぜひそういったところについては、

子どもが就学期に入るよりも以前のとこ

ろからしっかりと教育委員会としては方

向性をもっていただきたいなと要望とし

て申し上げて終わりたいと思います。 

○弘豊委員長 それでは、ほかに質疑はあ

りますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○弘豊委員長 以上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１４分 休憩） 

（午後２時１８分 再開） 

○弘豊委員長 再開いたします。 

 引き続き、認定第１号所管分の審査を行

います。 

 補足説明を求めます。 

 橋本次世代育成部長。 

○橋本次世代育成部長 それでは、認定第

１号、令和２年度摂津市一般会計歳入歳出

決算のうち、次世代育成部が所管しており

ます事項につきまして、目をおってその主

なものについて、補足説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳入でございます。決算書３２ペ

ージ、款１３分担金及び負担金、項１負担

金、目１民生費負担金は、市立保育所、私

立保育園保育料、通所給付費負担金などで

ございます。 

 ３４ページでございます。款１４使用料

及び手数料、項１使用料、目２民生使用料

は、子育て総合支援センター遊戯室使用料

などでございます。 

 ３６ページ、目６教育使用料は、学童保

育室保育料でございます。 

 ３８ページから４０ページ、款１５国庫

支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金は、私立保育園等の運営に対する教

育・保育給付費負担金、通所支援等負担金、

児童手当負担金、児童扶養手当負担金など

でございます。目２衛生費国庫負担金は、

未熟児の入院に係る養育医療費負担金で

ございます。 

 ４２ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、児童虐待・ＤＶ対策等総

合支援事業費補助金、子ども・子育て支援

交付金、保育所等整備交付金などでござい

ます。 

 また、子育て世帯臨時特別給付金事務費

補助金及び同給付金事務費補助金は、新型
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コロナウイルス感染症対策として、子育て

世帯の生活を支援するため、支給した給付

金及び事務費に係る補助金でございます。

ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業費

補助金及び同給付金給付事務費補助金は、

ひとり親世帯の生活を支援するため支給

した給付金及び事務費に係る補助金でご

ざいます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、私立保育園

等の運営に対する教育・保育給付費負担金、

通所支援等負担金、児童手当負担金などで

ございます。目２衛生費府負担金は、養育

医療費負担金でございます。 

 ４８ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金は、子ども・子育て支援交付金、

大阪府新子育て支援交付金、ひとり親家庭

及び子どもに対する医療費補助金などで

ございます。 

 ５２ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進事業費補助金でございます。 

 ５４ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、私立認定

こども園の建物貸付収入でございます。款

１８寄附金、項１寄附金、目１寄附金は、

子育て支援のための指定寄附金でござい

ます。 

 ５６ページ、款２０諸収入、項３貸付金

元利収入、目１奨学資金貸付金元金収入は、

奨学資金貸付金の償還金でございます。 

 ６４ページから６６ページ、項４雑入、

目２雑入は、市立保育所に係る職員等給食

費負担金、児童主食費負担金、養育医療に

係る子ども医療費からの返還金、各種予防

接種負担金などでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 まず、民生費について、ご説明いたしま

す。 

 １２８ページから１３０ページでござ

います。 

 款３民生費、項２児童福祉費、目１児童

福祉総務費は、委託料で市立児童センター

及び市立児童発達支援センターの運営委

託料、負担金、補助及び交付金で児童福祉

施設整備費補助金、つどいの広場に対する

地域子育て支援拠点事業補助金、１３０ペ

ージですが、私立保育園等の運営に対する

教育・保育給付費負担金、扶助費ですが、

児童発達支援事業等に係る通所給付費な

どでございます。 

 目２児童措置費は、新型コロナウイルス

感染症対策として、児童手当の受給世帯に

支給した子育て世帯臨時特別給付金及び

児童手当、児童扶養手当の扶助費などでご

ざいます。 

 同ページから１３２ページ、目３児童福

祉施設費は、市立保育所の施設管理運営に

係る経費、子育て総合支援センター遊戯室

開放委託料、私立保育園等への障害児保育

補助金などでございます。 

 １３４ページ、目４ひとり親家庭福祉費

は、新型コロナウイルス感染症対策として、

児童扶養手当受給世帯に対して支給した

新型コロナウイルス感染症対策ひとり親

家庭激励給付金、ひとり親世帯臨時特別給

付金に係る経費などでございます。目５子

ども医療費助成費は、子どもの医療費助成

に係る経費でございます。目６ひとり親家

庭医療助成費は、ひとり親家庭の医療費助

成に係る経費でございます。 

 続きまして、衛生費についてご説明いた

します。 

 １４０ページから１４２ページ、款４衛

生費、項１保健衛生費、目３母子衛生費は、

乳幼児等の予防接種に係る各種予防接種
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委託料などでございます。 

 続きまして、教育費についてご説明いた

します。 

 １８４ページから１８８ページ、款９教

育費、項１教育総務費、目２事務局費は、

私立高等学校等学習支援金などでござい

ます。 

 １９６ページから１９８ページ、項２小

学校費、目２教育振興費及び２０２ページ

から２０４ページの項３中学校費、目２教

育振興費は、要保護及び準要保護の児童・

生徒に対する扶助費などでございます。 

 ２０６ページから２０８ページ、項４幼

稚園費、目１幼稚園管理費は、市立幼稚園

及びべふこども園の施設管理運営に係る

経費でございます。目２教育振興費は、私

立幼稚園園児の保護者に対する施設等利

用給付費負担金でございます。 

 ２１０ページから２１２ページ、項５社

会教育費、目２青少年対策費は、学童保育

室及びわくわく広場の運営に係る経費な

どでございます。 

 以上、次世代育成部が所管しております、

令和２年度一般会計歳入歳出決算内容の

補足説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○弘豊委員長 説明が終わり質疑に入り

ます。 

 それでは、出口委員。 

○出口こうじ委員 この決算概要にて質

問させていただきます。 

 ８８ページ、こども教育課の民間保育所

等入所承諾事業で、子育て支援員養成研修

委託料についてなんですけれども、これは

どんな研修をされて、どこに委託をされて、

どういうやり方なのか。特殊な免許を持っ

ている方が受けるのか。それか全くの資格

のない方が受けられるのかを教えてくだ

さい。 

 そして、保育士確保支援補助金。この補

助金の予算額が１，６４８万円ですが、こ

れは具体的にどういうふうなことへの補

助金なのかをお教えください。 

 続きまして、９０ページ、家庭児童相談

事業の中に、親子教室運営委託料で１，４

５０万円があります。これはどういうふう

な運用をしていて、どこに委託されている

かというのをお教えください。 

 そして、児童虐待防止キャンペーン事業

は、どんなキャンペーンをされたのか具体

的に教えてください。 

 そして、出産育児課の地域子育て支援運

営事業の中のイベント委託料は、どういっ

た内容なのかをお教えください。 

 そして、９４ページ、保育所管理運営事

業の鳥飼地域教育・保育施設等再編整備検

討業務委託料のところなんですが、これは

具体的に、鳥飼地域のどこに何をするのか

というのも合わせてお教えください。 

 そしてその下の、障害児保育運営事業に

ついてなんですけれども、摂津市内で統計

を見ると障害児が何人いらっしゃって、ど

ういうふうな取り組みをされているのか

をお教えください。 

 １回目の質問は以上です。 

○弘豊委員長 それでは、答弁を順次求め

てまいります。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、一つ目

の質問です。子育て支援員研修についてで

ございます。こちらのほうは、国の子ども・

子育て支援制度に基づいて、保育や子育て

に関心を持ち、その分野の事業で従事を希

望される方の知識、技術を習得するための

全国共通の研修ということでございます。

修了者は一定の要件のもと、保育士に代わ
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って保育所で従事できるということにな

ります。こちらは子ども・子育て支援体制

整備費総合推進事業費国庫補助金の対象

となっておりまして、補助率２分の１とい

うことです。 

 委託については、大阪府が取りまとめて、

府内市町村での合同研修として一括して

研修するというものでございまして、委託

業者については大阪府で選定したものと

契約しており、株式会社ポピンズというと

ころでございます。 

 二つ目のご質問です。保育士確保支援補

助金についてでございます。 

 こちらは全国的に課題となっておりま

す保育士不足。なかなか園で保育士を雇う

ことができないというところで、そのため

の支援している補助金でございます。内容

は二つございまして、一つ目が宿舎借上支

援事業というものです。こちらは施設が保

育士のために借り上げる費用の一部を補

助するというものでございます。 

 もう一つが、保育士確保支援補助金とい

うところでございます。こちらについては、

新たに民間保育園等で採用された正規職

員に対して、就職支援のための補助金を交

付しているということでございます。この

ような取り組みにより民間保育園等での

保育士の確保支援を行っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 次に、田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 三つ目の

質問の親子教室運営委託料についてのご

質問にご答弁を申し上げます。 

 親子教室につきましては、児童の発達も

しくは、保護者の児童への関わり方などに

支援が必要だと思われる世帯を対象とし

て実施しております事業で、毎週１回、親

子に来ていただきまして、小さな集団での

遊びを通しまして、親子の様子を観察して

課題を把握し、よりよい子育てとなります

ように、発達面や子どもとの関わり方の改

善などを促しております。 

 教室の運営につきましては、社会福祉法

人摂津宥和会に委託しておりまして、第一

児童センター、子育て総合支援センター、

児童発達支援センターの３か所で実施し

ております。 

 続きまして、四つ目の児童虐待防止キャ

ンペーン事業についてのご質問にご答弁

をさせていただきます。 

 毎年１１月の児童虐待防止月間に、虐待

防止の願いを込めまして、オレンジリボン

をＰＲする取り組みを実施しております。

具体的には、市役所、ＪＲ千里丘駅前にの

ぼりや横断幕の設置、パネル展示の開催、

公共施設巡回バスへのマグネットシート

の設置などを実施してまいりました。 

 また、オール大阪の一斉の取り組みとい

たしまして、府内全首長がオレンジリボン

啓発用ジャンパーを着用しＰＲをしてお

ります。本市では第一児童センターに来館

される親子とともに、虐待防止を願うメッ

セージカードの作成を行っております。さ

らに、ＤＶ担当課と共同で実施しているパ

ープルアンドオレンジリボンキャンペー

ンの一環として、映画の上映会、講演会の

開催を行ったところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 それでは、出産育児

課に係るご質問に対してご答弁申し上げ

ます。地域子育て支援運営事業の中のイベ

ント委託料の内容についてというお問い

に対して、ご答弁申し上げます。 

 イベント委託料はつどいの広場を利用
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している地域の乳幼児の方と公立保育所

の園児たちの交流を図るための事業でご

ざいまして、毎年度公立保育園で実施して

いるものでございます。令和２年度におき

ましては、１０月にべふこども園で実施し

たところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、鳥飼地

域教育・保育施設等再編整備検討業務委託

料について、お答えいたします。 

 こちらは今年度から鳥飼保育所ととり

かい幼稚園を統合しまして、とりかいこど

も園として開園したところでございます。

今、鳥飼保育所の園舎を活用して保育をし

ていっているわけですけれども、この園舎

は昭和４０年代に建設されたものでかな

り老朽化をしております。令和２年度、そ

の園舎の建替えとともに、施設の多機能化

を含めて検討するというところで敷地の

利用計画であったり、建物の計画の検討を

行ってまいりました。 

 結果として、鳥飼まちづくり推進担当が

実施しましたアンケート調査に基づいて

多機能化というところで児童センターを

併設するというところで今検討を進めて

おるところでございます。あわせて鳥飼西

小学校のグラウンドがかなりいびつな形

になっておりまして、一部用地交換をする

ことでグラウンドの成形化も図っていこ

うというところで検討しているところで

ございます。 

 続きまして、障害児保育補助金について

でございます。 

 こちらの補助金につきましては、障害児、

支援が必要な児童に加配の保育士を配置

するというところで、その支援が必要な児

童の発達を促して、園における保育を円滑

に進めていただくというところで支給し

ている補助金でございます。年々支援が必

要な子というのが増加しておりまして、令

和２年度につきましては、対象者５６人と

いうところで前年度と比較すればやや減

少しているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 それでは、出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。 

 一つ目の質問の子育て支援員養成研修

委託料は半分補助してくださるというこ

とで理解しました。ありがとうございます。 

 二つ目の質問の保育士確保支援補助金

についてなんですけれども、宿舎借上支援

事業は寮みたいな感じのイメージですか。

また違うんですか。 

 それと、民間保育園等への就職支援。実

際に就職支援して何人ぐらいの方が就職

できたのかもお聞かせください。 

 三つ目の親子教室運営委託料、３か所で

何人ぐらい利用されているのかというの

もお聞かせください。日によってばらばら

なんでしょうけれどもそれをお聞かせく

ださい。 

 その次、児童虐待防止キャンペーン事業、

これは１１月に毎年されているというこ

となんですけれども、これは私の要望なん

ですけれども、今回、摂津市で悲しい事件

があった結果、これは１１月に限らず摂津

市はずっとやったほうがいいのではない

かなと、私の個人的な意見、要望です。今

日は皆さん、オレンジと紫のリボンをつけ

られてますものね。ずっとやったほうがき

っといいと思います。 

 続きまして、イベント委託料、これも理

解しました。ありがとうございます。 

 その次、鳥飼地域教育・保育施設等再編
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整備検討業務委託料について、私もとりか

い幼稚園を卒園しているので、なかなか思

い入れがあるので、鳥飼地域の保育は進め

ていってほしいです。 

 障害児保育運営事業、これも５６人の障

害児の方、もちろん身体的な障害とか、知

的な障害とか、様々な障害児の方がいらっ

しゃると思うんですけれども、私も障害者

スポーツというのをずっとやっておりま

して、車椅子ソフトボールというのをやっ

ております。というのは、私の知り合いの

方がこれは交通事故なんですけれども、脊

髄損傷という重傷を負われ、その方は胸か

ら下が動かない障害をお持ちの方なんで

すけれども、もともと健常者で、突然事故

をして、障害者になって、初めはその方は

すごく落ち込んでいたんです。年も私と一

緒なんですけれども、四十一、二歳なんで

すけれども、１０年ほど前に受傷されて初

めは本当に生きる希望がない、もうどうし

ようかという中で、その車椅子のスポーツ

と出会われて、その方はテニスをメーンで

されているんですけれども、車椅子テニス

と出会われてからすごい前向きに生きら

れるというか。前向きに一生懸命希望を見

出したと本人もおっしゃってました。 

 その一環で、車椅子ソフトボールという

のは、障害の有無に関係なく皆さん楽しめ

るスポーツで、お子さんから高齢の方まで、

男女も関係なくみんなで参加できるスポ

ーツで、これはまだパラリンピックの正式

競技には決まってもいないんですけれど

も、次々回あたりのパラリンピックで正式

競技になったらいいねという話のスポー

ツなんです。そこには、先天性で障害をお

持ちの学生とか、お子さんも結構参加して

くださっていて、やっぱりすごい楽しんで

くださっているんです。その施設がどこに

あるかと言ったら東大阪市で、ラグビー場

と併設して、車椅子競技ができる専用の施

設を東大阪市がつくったんです。私もたま

にそこに練習に行ったり、今月末とかは埼

玉県で全国大会があったり、１２月の頭に

は、まさしくその東大阪市の施設で車椅子

ソフトボールの大阪大会があり、私も参加

しようと思っています。いわゆるそういう

イベントとか、こういうことをやっている

よというふうな宣伝とか、こんな施設があ

るということをもっともっと周知してい

ただければ、彼らももしかしたら、参加し

てくださる方もいらっしゃるかなと思っ

ております。これは私の要望です。 

 ２回目の質問は以上です。 

○弘豊委員長 それでは、答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、宿舎借

上支援事業についてですけれども、こちら

は施設が保育士のために借り上げる宿舎

というところで借り上げ料についての補

助金でございます。 

 もう１点、保育士確保支援補助金の対象

者でございますけれども、令和２年度につ

きましては、３９名の方が活用されたとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 親子教室

運営委託料の２回目のご質問にお答えさ

せていただきます。 

 三か所でどれぐらいの参加者がいたの

かというご質問だったかと思います。三か

所で年間１５９日開催をさせていただき

まして、参加された親子が２６組でござい

ました。延べの参加人数といたしまして５

５２人となっております。 

 以上でございます。 
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○弘豊委員長 出口委員。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。 

 すみません。２番目の質問で３９名就職

支援ができたという話でありました。予算

が１，６４８万円の中で宿舎借上支援が幾

ら、民間就職支援が幾らかお聞かせいただ

けますか。 

○弘豊委員長 浅田課長、お願いします。 

○浅田こども教育課長 それでは、保育士

確保支援補助金の二つの内訳です。 

 宿舎借上支援事業のほうが１，２２１万

円ございます。就職支援補助金のほうが３

９０万円ということでございます。 

 以上でございます。 

○出口こうじ委員 ありがとうございま

す。すごいですね。３９０万円の支援で３

９名の就職をさせるというのは、なかなか

すごい立派な数字だと私は思います。民間

企業で１０万円かけて募集をしても、一人

とれるかどうかわからないような状況な

ので、これはなかなかすごい数字だと思い

ます。 

 私からの質問は以上でございます。 

○弘豊委員長 暫時休憩します。 

（午後２時４８分 休憩） 

（午後３時１６分 再開） 

○弘豊委員長 再開します。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 病後児保育事業補助金

についてなんですけれども、予算より少な

いけどトータル９９．８％みたいな感じで

出ているのは、毎年いろいろ予算を立てて、

ちょっと多めに立てておいてこんなもの

かという感じなんですか。 

 あと、病児保育事業が令和５年度から桃

林会のほうで開設されるということで、そ

れに向けて予算は今後、どうしていくのか

ということを一つ目お願いします。 

 ２点目が、９２ページのファミリーサポ

ートセンター運営事業なんですが、執行率

８７．６％で、合わせて事務報告書の３６

２ページに年度末会員数ということで、依

頼会員が２２７人、援助会員が９２人、両

方会員が４２人ということで、援助会員と

両方会員というのは、兼ねているのか、

別々であったらサポートしてくれるとい

う人が合計１３４人になるのか。 

 活動回数というのが少な過ぎるのじゃ

ないかということで、その援助会員をふや

すための努力というのはどうされている

のかということをお聞きしたいです。 

 ３点目が、事務報告書の３４８ページの

養育支援訪問事業の子育てアドバイザー

登録人数２０人、利用者数が３人で８３日

ということでの具体的な事業の内容を教

えてください。 

 この事務報告書の３３９ページの北摂

杉の子会こども発達支援センターｗｉｌ

ｌというので、これの利用者数が３人とい

うことですが、実際希望される人はもうち

ょっと多いのか、利用希望された方が全員

利用できるのかという点をお聞かせくだ

さい。 

最後、一般会計の決算書の１４３ページ

のブックスタート委託料で、ブックスター

トはどこに委託して、大体１年間でどれぐ

らい利用されているのか。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それではまず、病

後児保育事業補助金についてでございま

す。こちらのほう、現在、認可園１園で実

施をしていただいております。園の名前が

摂津ひかり保育園でございまして、こちら
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で病後児保育事業を実施していただいて

おります。 

 予算に対して執行額ということですが、

執行額２７２万２，０００円で、残額が８

３万２，０００円ということで上がってお

ります。こちらは利用者数によって、補助

金額も変わってきますので、実績に応じて

補助金を給付しているというところでご

ざいます。 

 併せて、病児保育事業というところで、

現在、せっつ幼稚園を民営化して、そこで

病児保育事業を実施していただくという

ところで、協議のほうを進めております。 

 事業開始が、現在令和５年度の夏頃に実

施したいというところで協議を行ってお

るところですが、それに合わせて整備の補

助金であったり、運営の補助金といったと

ころを要求していきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ただいまの質問の

うち、出産育児課に係りますファミリーサ

ポートセンター運営事業の内容について

ご答弁申し上げます。 

 援助会員と両方会員は、兼ねているのか

というお問いですが、これは別々でカウン

トしております。 

 ２点目ですが、援助会員をふやす努力、

これに関してはどのようにしているのか

というところでございますが、会員登録説

明会というのを毎年度実施しております

が、令和２年度に関しましては、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響によりまし

て、一度しか実施できておりません。 

 経年で申し上げますと、令和元年度は７

回、平成３０年度も７回の説明会を実施し

ております。その他、チラシの配布を公共

施設であったりとか、保育所の入所面接の

際であったりとか、また学童保育の申し込

み時に配布を行っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 家庭児童

相談課に係ります子育てアドバイザーの

事業内容についてのご質問にご答弁をさ

せていただきます。 

 本事業につきましては、積極的に自らが

支援を求めることが困難な家庭を対象と

して、児童の養育支援のための訪問活動を

行うもので、市で実施する研修を履修した

方を有償ボランティアとして派遣してま

いりました。 

 ボランティアの派遣対象といたしまし

ては、育児不安や負担感が大きいご家庭を

想定しており、保健師など関係機関と連携

して支援が必要な世帯の把握に努めてお

るところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 児童発達支援

事業の療育新事業の委託の北摂杉の子会

でございます。現在、こちらのほうでは、

発達障害児の個別の療育をやっておりま

す。摂津市の枠としましては、４人ござい

まして、利用しているのが３名ということ

でございます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ブックスタート委

託料についてのご質問に対して、ご答弁申

し上げます。 

 委託先に関しましては、ＮＰＯ法人キッ

ズぽてとに委託をしております。どれぐら

いの冊数を配付しているのかというとこ
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ろですけれども、令和２年度実績で申し上

げますと、７７２冊の配付を行ったところ

でございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 私の質問の仕方が悪か

ったから伝わっていなかったと思うんで

すけど、病児保育事業について、令和５年

度に始まるとして、今、委託しているとこ

ろは継続するのかという部分と、あと縮小

するのであれば予算はどうなるのかとい

うところ、まだ決めていないのだったらま

だ決めていないで結構ですけれども。 

 ２点目、ファミリーサポート援助会員と

かの人数は分かって、令和２年度はコロナ

禍において１回しか説明会ができなかっ

たということで例年と違うので、その前年

の令和元年度とか、ここ数年で１回当たり

何人ぐらいの方がファミリーサポートの

説明会を受けられて、年間でいくと何人ぐ

らいふえていたのかというところをお聞

かせください。 

 ３番、子育てアドバイザーの有償ボラン

ティアということで、１回当たり幾らぐら

い発生しているのかというところをお聞

かせください。 

 ４番目の杉の子会の件は４人枠という

ことで、ありがとうございました。 

 ５番目、ブックスタートの委託先がＮＰ

Ｏ法人キッズぽてとということですが、そ

れはお届けするのか、お母さん自身が取り

にいくのか。でも取りにいくのであれば、

すごく偏った地域にあると思うので、その

辺り、利用しやすい状況なのかどうかとい

うのと、７７２冊と冊数を頂いたのですが、

結果は何人ぐらいが、ブックスタートなん

で、多分生まれたお子さんに対してだと思

うので、利用率をお聞かせください。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 病児保育事業に

ついてでございます。現在、安威川以南で

病後児保育事業を実施しているというと

ころで、今度、安威川以北、せっつ幼稚園

を民営化した後に、安威川以北で病児保育

事業を実施していきたいというところで、

それに合わせて予算を要求させていただ

きたいと考えております。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 そのまま継続というこ

とで。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 はい。 

○弘豊委員長 続きまして、坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ファミリーサポー

トセンターの説明会の実施回数とその参

加者等についてご答弁申し上げます。 

 令和元年度に関しましては、先ほどご答

弁申し上げましたように、７回実施をいた

しましたが、参加者は、３３名でそこから

登録につながったのが３名でございます。 

 会員数の推移でございますが、援助会員

に関しましては、令和元年度から令和２年

度に関しましては５名増加しております。 

 また平成３０年度から令和元年度に関

しましては、増減なしとなっております。

次に両方会員に関しましては、令和元年度

から令和２年度は３名減となっておりま

して、平成３０年度から令和元年度は３名

増となっております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 子育てア

ドバイザーに係ります２回目のご質問に

ご答弁申し上げます。 

 子育てアドバイザーの謝礼金のほうが

１回につきお幾らかというご質問だった
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と思いますが、１回当たり１時間を想定し

ておりまして、１，０００円で設定させて

いただいております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ブックスタートの

絵本の配付の方法についてのご質問に対

して、ご答弁申し上げます。 

 絵本の配付方法に関しましては、お届け

するのではなくて、４か月健診の際に、健

診に来られた方、全ての方に一人１冊配付

をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 病後児保育については

分かったんですけど、病児保育は、今は吹

田徳洲会病院に委託されていると思うの

ですが、その辺りは摂津市内での病児保育

が始められるとしたら、そのまま継続する

のか、終了してしまうのかということを教

えてください。 

ファミリーサポートについては、エリア

別でどれぐらいの人数なのでしょうか。安

威川以北、安威川以南ぐらいの分け方でも

いいんですが、好ましいのは各小学校区で

それなりの人数がいるということが好ま

しいので、登録されている人のお住まいの

エリアがどうなっているかということは

お聞きしたいです。 

 あとアドバイザーですが、これは希望さ

れた方の日時に合わせていかれる感じな

んですかね。 

 ブックスタートに関しては、４か月健診

の配付ということは、利用率１００％です

ね、分かりました。 

 １、２、３番目の質問をもう一度お願い

します。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 病児保育事業に

ついてでございます。現在、吹田徳洲会病

院のほうで実施されている病児保育、エキ

スポキッズを利用された場合に、利用料金

の一部を補助しているという事業でござ

います。 

 こちらにつきましては、令和５年度の病

児保育開始とは関係なく、継続して実施し

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ファミリーサポー

トセンターの登録エリアに関するご質問

に対してご答弁申し上げます。 

 援助会員ですが、令和２年度現在で申し

上げますと、先ほどご指摘いただきました

ように、校区ごとに凸凹ございまして、一

番援助会員が多い校区で言いますと、摂津

小校区が２７名の登録がございます。２番

目に多いところで言うと、鳥飼北小学校、

３番目が三宅柳田小学校区となっており

ます。 

 これに対して、依頼会員、お願いをした

いという会員の分布ですが、こちらも同じ

く摂津小学校区が最も多くなっておりま

して８９名、次に多いのが、三宅柳田小学

校で３４名の方が依頼会員として登録し

ております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 子育てア

ドバイザーに係ります３回目のご質問に

ご答弁させていただきます。 

 アドバイザーは希望された日時に訪問

するのかというご質問だったかと思いま

す。委員がおっしゃるとおりで、希望され

た日時のほうで登録しているアドバイザ

ーと調整をさせていただきまして、訪問を
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実施しているということでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 西谷委員。 

○西谷知美委員 質疑に対する答弁はい

ただいたので大丈夫なんですが、ファミリ

ーサポートのことでよく耳にするのは、な

かなか依頼したいけれども、いい人とマッ

チングできないということをすごくお聞

きするんですね。 

 私が子育て支援の活動でお悩みを聞い

た際には、悩んでいる方というのは正直、

保健師に訪問してもらうより、ちょっと預

かってもらって息抜きしたほうがよっぽ

ど気分転換になるみたいなことはよくお

聞きするので、アドバイザーとファミリー

サポートが連携して、各小学校区に配分で

きるように、例えば募集の仕方、毎回同じ

だと思うんですね。募集用のチラシが、当

たり障りがないので、例えば、ちょっとこ

ことここのエリア、特に待っています。需

要が高いですとか、こういうふうなお声が

ありますとか、こういう具体的な依頼が多

いですとか、もうちょっと自分がやるのだ

ったらということを考えたチラシ作りみ

たいなことは要望として出しておきます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは、村上委員。 

○村上英明委員 それでは、何点か質問さ

せていただきたいと思います。 

 まず１店目は、歳入のほうでございます。

款１３、項１、目１の民生費負担金という

中に、節２で児童福祉費負担金ということ

があります。その中で、不納欠損が一昨年

より去年、去年より令和２年度ということ

で、だんだんと減ってはきているのですが、

不納欠損の内容と取り組みについて１回

目、お尋ねしたいと思います。 

 これは市立保育所、私立保育所等々あり

ますが、ご答弁をお願いしたいと思います。 

 ２番目も同じページの項目ですが、さっ

きは不納欠損だったのですが、今度は収入

未済額について計上されているのですが、

これも年々減りつつあると思うのですが、

その辺の取り組みについて、ご答弁をお願

いしたいと思います。 

 ３番目、決算書の３６ページでございま

す。学童保育室保育料の件でございます。

これも収入未済額ということで、１０３万

円ほど計上されていて、これはその前の年

よりも若干は減っているんですけれども、

今回、計上となった理由と、それに対して

の対応についてお尋ねしたいと思います。 

 ４番目でございます。これも歳入のほう

なんですが、３６ページのところで節７で

幼稚園保育料があります。幼稚園保育料に

つきましても、収入未済額が４５万円ほど

計上されているいうことで、これは昨年よ

りも約４割ぐらいは減っているのですが、

収入未済額として上がっていますので、そ

の理由と対応方法についてお尋ねしたい

と思います。 

 ５番目でございます。５３ページ、歳入

部分ですが、款１６、項２、目８というと

ころで、教育費府補助金の中で、節２で教

育コミュニティづくり推進事業費補助金

というのが計上されております。これは学

校を核とした地域住民の主体的な活動等

とも含めての補助だと思うのですが、この

補助金の学校の割り振りとか、活用内容に

ついてお尋ねしたいと思います。 

 ６番目でございます。歳出に行くのです

が、１２４ページのところで、款３、項２、

目１、節１の報酬の中で、子ども・子育て

会議委員報酬というのがあります。これは

予算費で３３％ほど減額になっていると

いうことでありますが、執行額との差の理
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由、予算との差についてお尋ねしたいと思

います。 

 ７番目、歳出の１２６ページのところで、

款３、項２、目１、節７の報償費の報償金

というところで、これは二つの課が出てき

ているんですが、家庭児童相談課と出産育

児課の合計で予算からすれば、執行額が約

半額になっているということですので、そ

の理由についてお尋ねしたいと思います。 

 ８番目、決算書の１２８ページのところ

で、先ほどもございました保育士確保支援 

補助金の件で、先ほど出口委員の質問もあ

って、この補助金を使って３９名の方が就

職をされたというお話もございましたが、

それはよしとして、現状で、令和２年度の

中で保育士確保の課題というものがもし

あるのならば、お示しをしていただきたい

と思います。 

 ９番目でございます。令和２年度は新型

コロナウイルス感染症で前年にはないよ

うな形の予算編成になっているんですが、

その中で歳出の１２８ページのところで、

新型コロナウイルス感染症対策保育所等

従事者応援給付金というのがありました。

補正だったと思うのですが、お一人１万円

ということであったかと思うのですが、そ

の辺の現場の声なり、市の認識をお尋ねし

たいと思います。 

 １０番目、同じページの１２８ページの

ところで、これも先ほどと同じなんですが、

新型コロナウイルス感染症対策障害児福

祉サービス従事者応援給付金で、お一人１

万円なんですが、これも同じ形で現場の声

や市の認識をお尋ねしたいと思います。 

 １１番目でございます。１３４ページの

子ども医療費の中で、対予算で８０％ぐら

いの執行率になっていると思うのですが、

これは新型コロナウイルス感染症の要因

だと思うのですが、改めて現在の要因をお

尋ねしたいと思います。 

 １２番目が、決算書の１４２ページのと

ころで、款４、項１、目３、節１２の委託

料の中で、産前産後サポート委託料という

のが計上されております。これも予算の半

額以下の執行なんですが、その要因につい

て１回目お尋ねしたいと思います。 

 １３番目でございます。同じ１４２ペー

ジのところで、同じ節の１２の委託料で、

今度は産後ケア業務委託料というのは、こ

れも予算の半額以下の執行になっており

ますが、その要因についてお尋ねしたいと

思います。 

 １４番目、確認なんですが、事務報告書

の３３９ページのところで、児童発達支援

センターの絡みで通所支援の利用状況と

いうのが書いてあったと思います。これが

令和元年度と比べると、ほぼほぼの項目で

両者の人数、日数が増加しているのですが、

その要因について確認も含めてお尋ねし

たいと思います。 

 １回目以上です。 

○弘豊委員長 それでは、順次、答弁を求

めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、ご質問

の１点目、歳入の児童福祉費負担金につい

てでございます。こちらは不納欠損を計上

しているんですが、全額市立の保育所、保

育料、私立の保育園、保育料ということで

ございます。 

 消滅時効が５年ということでございま

して、５年を経過したものを計上させてい

ただいているというところです。その内容

でございますが、世帯数で２２世帯、件数

で２５５件で、金額４８２万８，２００円

ということでございます。 
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 取り組みということでございますが、ま

ずは滞納にならないとするようにするこ

とが重要ですので、まずは口座振替の勧奨

を行っているというところでございます。 

 滞納されている方については、督促状で

あったり、催告書の送付、あとコールセン

ターを活用した電話催告、それから去年は

新型コロナウイルス感染症で実施できな

かったのですが、夜間徴収というのも行っ

ているところでございます。 

 また、同意をいただいた方からは、児童

手当からの充当を行っているというとこ

ろでございます。 

 次に、質問の二つ目です。同じ児童福祉

費負担金の収入未済額についてでござい

ます。これもほぼ保育料でございまして、

令和元年１０月から幼児教育保育の無償

化がスタートしております。３歳以上は保

育料が無償化されたことから、収入未済額

のほうも減少しているというところでご

ざいます。 

 収入未済にならない取り組みというと

ころで、先ほども申しましたけれども、滞

納にならないというところで、現年度分と

してどれだけ収納できるかというのがポ

イントになろうかと思います。 

 取り組みとしては、先ほど申しました不

納欠損額とならないような取り組みと同

様の取り組みを行っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 学童保育室保

育料についてでございます。 

 まず、１０３万８，６００万円の内訳と

しましては、現年分としまして、約１割、

過年度分として９割程度となっておると

ころでございます。最近は、口座振替の率

もほぼ９９％となっておりますので、口座

に預金があればそのまま引き落とすこと

ができますので、この収入未済というのは

なりにくいとなっておるのですが、仮にそ

ういう場合があった場合には、督促で納付

書のほうで振り込んでいただいている形

を取っていただいております。 

 過年度分については、こちらが文書督促

であったり、あとは先ほどもありましたよ

うに、コールセンターを活用しての納付相

談、また児童手当で充当することができま

すので、そちらから充当して、収入未済を

減らしていくという方法で、現在取り組ん

でおります。今後とも、粘り強く徴収とい

うところは努めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、市立幼

稚園の保育料についてでございます。こち

らにつきましては、令和元年１０月からこ

ちらも幼児教育保育の無償化がスタート

して、令和２年度に新たに保育料として賦

課したものはございません。調定額、収入

済額、収入未済額、こちら全て過年度分と

いうことでございます。 

 これまで現年度としては各年度、収納率

は９９％以上でございましたので、令和２

年度として調定額として計上させていた

だいているのは過年度分で徴収できなか

った、約１％分というところでございます。 

 この過年度分はなかなか徴収が難しい

ものではございますが、消滅時効、５年経

過するまでは催告書の送付、それからコー

ルセンターからの電話催告等を行ってま

いります。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 
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○石原次世代育成部参事 教育コミュニ

ティづくり推進事業補助金についてでご

ざいます。まず、１２４万５，０００円の

内訳としましては、毎週水曜日に実施して

おります、わくわく広場のほうに６５万３，

０００円、すこやかネット、中学校区で活

動していただいておりますほうに補助金

としまして、５９万２，０００円となって

おります。 

 安全管理人への謝金だったり、すこやか

ネットにつきましては、それぞれの中学校

区のほうで取り組みを行っておりますク

リーン作戦でありましたり、見守り等、そ

ちらの事業で活用する消耗品等の支出に

充てているところでございます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、子ど

も・子育て会議の委員報酬についてでござ

います。 

 子ども・子育て会議、昨年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響によって、な

かなか会議を開催することができません

でした。感染拡大が落ち着いた、昨年１０

月に会議を開催させていただき、２月には

書面で会議を開催させていただきました。 

 コロナ禍で開催時期とか、開催方法につ

いては、いろいろ苦慮しているところでは

ございますが、今後も必要に応じて会議が

開催できるよう時期や方法について、検討

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 決算書１２６ペー

ジの報償金が執行率が低い理由というこ

とに関して、ご答弁申し上げます。 

 こちらは出産育児課分と家庭児童相談

課分の２課分がございますので、出産育児

課の部分に関してご答弁いたします。 

 事業で申し上げますと、地域子育て支援

運営事業であり、その報償金の執行が５

０％に届いていないのですが、その理由と

いたしましては、新型コロナウイルス感染

症拡大のためにつどいの広場で実施予定

であった講座のその多くが中止となった

ことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 続きまし

て、１２６ページの報償金の家庭児童相談

課に係る部分についてご答弁申し上げま

す。 

 先ほど西谷委員のご質問でご答弁をさ

せていただきました。子育てアドバイザー

を有償ボランティアとして派遣する際の

謝金などを主なものとして予算化してお

るものでございますが、決算において執行

率が低い理由につきましては、ボランティ

アの派遣が見込みより減少したことが主

な要因でございます。 

 令和２年度におきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によりまして、緊急

事態宣言が発令されるなど、感染拡大防止

に予断を許さない状況が続く中、養育支援

のための家庭訪問につきまして、実施が困

難な時期が多かったことや家庭に家族以

外の人間が入ることへの抵抗感があった

ことなどから執行額が減少したものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、保育士

確保支援補助金について、保育士の確保の

課題というところでございます。保育士の

仕事の内容ですが、給与面での処遇という

のがなかなか厳しいのかなというのは感
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じております。小さな子どもの命を預かる

というところと、保護者対応が難しくなっ

ているところもあろうかと思います。精神

的にも、肉体的にも大変な職場であると感

じております。 

 国で、給与面の処遇改善を進めていただ

いているのですが、それを補う形で本市と

しても先ほどの宿舎借上支援事業である

とか、就職支援事業を実施しているという

ところでございます。 

 それとともに、働く環境を整えるという

ことも必要であろうかと思います。休みを

取りやすいとか、人間関係がいいとか、園

としてのフォロー体制がしっかりしてい

るとか、そういったことも重要であると考

えております。 

 こちらについては園で取り組まれるこ

とだと認識しているのですが、それを支援

していくという形で今後も検討をしてい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

 続けて、新型コロナウイルス感染症対策

保育所等従事者応援給付金についてでご

ざいます。こちらにつきましては、緊急事

態宣言中においても、保育所等のほか、医

療、介護保険サービス、障害福祉サービス、

障害児福祉サービス、学童保育に従事した

ものに対して、事業者を通じて従事者応援

給付金を支給するということで、これによ

って従事者を応援することを目的とした

ものでございます。 

 去年３月から学校が休校となって、企業

ではリモートワークが推奨されている中

でも社会を維持させるために休むことな

くサービスを続けていただいており、そこ

で、従事される方はそういった意識を持っ

て従事されていたというところでござい

ます。現場の声というところでございます

が、園長先生とお話させていただく中で、

この応援給付金の意図というのは十分に

感じていただいておりました。 

 本市、全体として応援する気持ち、感謝

する気持ちというのは伝わったのかなと

考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 同じく、障害児

福祉サービス従事者応援給付金について

でございます。目的等については、同じで

ありまして、こちらにつきましては、市内

１７事業所に対しまして、１３２名の方に

給付をさせていただきまして、併せてマス

クの配布をしたところでございます。 

 給付後、それぞれの事業所から幾つかお

電話やお手紙も頂きまして、評価をしてい

ただいてありがとうございますという感

謝のお手紙であったり、職員一同大変喜ん

でいるというお電話をいただいたりして

おります。この目的であります感謝の気持

ちであったり、応援の気持ちは伝わったの

ではないかと考えております。 

 続きまして、子ども医療についてでござ

います。当初予算費でいきますと、昨年度

比ではほぼ変わりない状況ですが、それに

対しまして、昨年度の執行率につきまして

は、約９０％、今年度は約８０％という形

になっております。 

 医療費の増減については、毎年毎年その

病気等の流行によって医療費助成の額と

いうのは変わってきてまいりますが、今回

につきましては、新型コロナウイルス感染

症の影響というところが大きいのかと思

います。 

 特に、事務報告書の中の月別で見ますと、

４月、５月の減少が非常に大きくなってお

りますので、この時期、ちょうど緊急事態
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宣言が出ていた期間であったことの影響

があったのかと思われます。 

 以上です。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 １２番及び１３番

のご質問の産前産後サポート委託料およ

び産後ケア委託料の執行率が低い理由に

ついてご答弁申し上げます。 

 まず産前産後サポート委託料ですが、こ

ちらに関しましては、令和２年度から実施

した事業でございまして、当初予算編成時

には実績がございませんでしたので、参考

といたしまして、茨木市の実績を参考とし

て予算組みを行ったのですが、そこまで実

績が伸びなかったというところでござい

ます。 

 次に、産後ケア業務委託料におきまして

も、こちらも令和２年度より実施いたしま

した事業でございまして、こちらも先行市

の吹田市の実績を参考といたしまして、予

算組みを行ったのですが、実績がそこまで

伸びなかったというところでございます。 

 この伸びなかった理由といたしまして

は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

もございますし、また、制度の周知、浸透

がなされていなかったのではないかと捉

えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 事務報告書の

児童発達支援センター等の通所支援の利

用状況でございます。こちらの事業につき

ましては、年々増加傾向にある事業ではあ

ります。ただし、昨年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響がありましたので、ただ

できるだけ事業所のほうを休まないよう

に取り組んでほしいという国からの要請

もございまして、本市としましても、しっ

かりと感染症対策をした中で、緊急事態宣

言中であっても、学校の休業中であっても

休所ではなく開所をしてきたところでご

ざいます。 

 特に、各事業所によって密にならないよ

うに、いろいろと工夫をしていただきまし

て、日程の調整を行って、療育の時間が重

ならないようにするとか、また、リモート

で療育を行うとか、そういう取り組みもし

ていただいたところもあります。 

 それぞれの児童の状況に応じて、療育の

観点から取り組んでいただいたことの結

果であると考えております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 村上委員。 

○村上英明委員 それでは、２回目という

ことでありますが、要望も含めてさせてい

ただきたいと思っていますので、よろしく

お願いします。 

 まず１番目の児童福祉費の不納欠損と

収入未済額を一度に話をしますが、これは

ほかの面もそうですが、公平性という面も

踏まえれば、しっかりとお支払いをしてい

ただくような形を取っていくべきだろう

と思うのです。 

 特に、不納欠損をしたら徴収しませんよ

ということになってしまうというか、そう

いう制度なので、まだ収入未済であれば５

年間でなんとか努力しましょうという範

囲だと思うのですが、不納欠損になってし

まうと、もうお金は要りません、請求しま

せんということですから、そういうことに

ならないように、これからも収入未済額と

して上がってこないような形で、しっかり

と取り組みをしていただきたいというこ

とは１番目、２番目、要望ということでさ

せていただきます。 

 ３番目の学童保育室の保育料の件です。



- 56 - 

 

昨年微減ということであります。これは女

性の方もそうですが、社会進出等々もあっ

て、仕事もふえてきたということもありま

すし、放課後の子どもの居場所作りといっ

たところもあります。 

 これは質問もされておられましたが、令

和２年度から外部委託をされて、時間延長

もされてという中での取り組みをされて

こられたということもありますので、これ

から土曜日の実施の日数をふやしていく

ということ等も踏まえて、これは検討して

いっていただきたいと思いますので、要望

としておきます。 

 ４番目の幼稚園保育料の収入未済額の

件でございます。これはなぜ質問したかと

いうと、収入済額より収入未済のほうが金

額が大きかったものですから、改めて気に

なって質問をさせていただきました。しっ

かりと徴収していただくような取り組み

をお願いしたいということで要望として

おきます。 

 ５番目の教育コミュニティづくり推進

事業費補助金です。これもわくわく広場と

か、すこやかネットとかいう形で支出をさ

れておられるということです。これからコ

ミュニティづくりも地域の中でしっかり

と学校がその中にあるという意識づけを

もって、今後も地域との関係を深めていく

ということで取り組んでいっていただき

たいということで、これは要望としておき

ます。 

 ６番目の子ども・子育て会議の委員報酬

の件でございます。コロナ禍で回数が減っ

たとかいうことでお話もございました。ま

た計画についても令和２年度で約２８０

万円かけて作られたという経緯もありま

す。 

 そういう計画もあるのですが、令和２年

度の新型コロナウイルス感染症に対して

も、子育てするという様々な立場で会議と

いうのを持ちながら、対応していくという

ことも考えられたんだろうなというふう

には思いますから、こういう委員の会議も

含めて、感染のリスクというのを考えない

といけないのですが、今の子どもの現状を

とらまえながら、新型コロナウイルス感染

症対策をどうやっていけば、子ども・子育

て会議は前に行くのだろうということも

含めて、しっかりと議論しながらこれから

取り組んでいっていただきたいというの

は要望としておきます。 

 ７番目の報償金の件でございます。つど

いの広場の件であるとか、また子育てのア

ドバイザーの件であるとかいうことで、ご

答弁をいただきました。新型コロナウイル

ス感染症の影響が出ないようなやり方で、

これからもしっかりと取り組んでいって

いただきたいということは要望しておき

ます。 

 ８番目の保育士確保の件でございます。

給与面が一番大きい課題なのかと思いま

す。働いておられる方からすれば、先ほど

もご答弁ありましたけれども、日中はかな

り気を使いながら子育て、保育をされてい

るという面もありますし、前も言ったと思

うのですが、何か発表会であるとか、行事

をする前というのは保育所の先生が仕事

を家に持って帰ったりとかしながら、衣装

を縫ったり、バックの絵を描いたりされて

いるというのは現実にあるのだろうと思

いますから。その辺、頑張ろうというのに

見合うような形での給与面も含めて、また

職場の環境もあると思うのですが、しっか

りと整えていって、子育てするなら摂津市

と言われるような形でこれからも取り組

んでいっていただけばと思います。これは
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要望としておきます。 

 ９番目の新型コロナウイルス感染症対

策の応援給付金について、保育所等の従事

者、そして障害者福祉の従事者もそうなん

ですが、感謝の気持ちというのは大切だと

思います。金額が安いとか高いとかいうご

意見も中にはありますが、行政として、「あ

りがとう」という感謝の気持ちを表す給付

金というのは、意味があるのだろうと思い

ますから、今後、こういうことがもしも発

生したときには、このように感謝の気持ち

を伝えるような支援も含めて、これからも

取り組んでいっていただきたいというこ

とは要望としておきます。 

 １０番目の子ども医療費の件でござい

ます。コロナ禍の関係等もあるということ

でありますが、子ども医療費はしっかりと

どういう形をすれば一番いいのかという

のも悩ましいところでもありますし、支出

がふえればいいのか悪いのかというとこ

ろもありますから、その辺はしっかりと精

査をしていただきながら、子どもの健康面

をしっかりと充実していけば、医療費とい

うのは減ってくると思うので、そういうこ

とも含めてこれからも取り組んでいって

いただきたいと思います。 

 産前産後サポートと産後ケアの委託料

の件でございます。予算上では茨木市、吹

田市等々を参考にされたということで、次

の令和３年度は令和２年度の数字が出て

きて、コロナ禍で参考になるかどうかとい

うところもあるかと思いますが、産前産後

のサポートをする、特に産後ケアというの

はお母さんにとっては大きな部分だとい

うふうに思いますから、安心して産後を迎

えられるような形の取り組みも、これから

しっかりと行政としてサポートしていた

だけるような形で取り組んでいっていた

だきたいということで、これは要望として

おきます。よろしくお願いします。 

 最後、児童発達支援センターの通所支援

関係です。大概の報告書の中身を見れば、

新型コロナウイルス感染症という理由に

より、数字が下がってきているというのが

ほとんどだったんですが、この通所支援の

部分が利用人数的にもふえてきていると

いうことだったので、それはそれとしてし

っかりと感染予防をされた中で、児童のた

めにという思いもあって、開かれたのだろ

うなと思いますから、そういうことも地域

の中での安心感もあると思いますので、こ

れからもしっかりと地域の状況も含めて、

できるだけ解消できるような体制をこれ

からもとっていっていただきたいという

ことで要望として、私の質問は終わります。 

○弘豊委員長 続いて、三好俊範委員。 

○三好俊範委員 保育所関係についてだ

け質問させていただきます。 

 事務報告書の中ですが、保育所の入所の

定員の話です。４月の段階で７か所で定員

より多く、お子さんが入られています。 

 ３歳未満、３歳以上での法律の違いがあ

るのは理解しているのですが、改めてこの

要因について１点聞かせていただきたい

です。 

 続きまして、決算概要です。８８ページ、

これも出口委員から質問もありましたが、

こども教育課の民間保育所等入所承諾事

業の子育て支援員養成研修委託料につい

て、これは令和２年度は何名受けられたの

か、教えていただきたい。 

 費用負担２分の１とおっしゃられまし

たが、資格取得に対して金額は幾らかかる

ものなのか。そして、試験があると思うの

ですが、年何回開催されているのか。併せ

て教えていただきたいです。 
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 一時預かり事業補助金に関してです。執

行額が１００％になっているんですが、こ

の要因について教えていただきたいです。 

 以上です。 

○弘豊委員長 それでは答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それではご質問

にお答えいたします。 

 保育所、認定こども園の定員の考え方と

いうことでございます。保育所認定こども

園では、弾力運用というものが可能でして、

定員を超えて受け入れることができます。

それは当然、人員の配置基準とか、施設の

大きさ、設備の基準を満たした形で弾力的

に受け入れることができるということで

ございます。 

 この多く受けていただいているという

ところは保育士の確保がうまくいってい

たというところでございます。逆に定員割

れを起こしているところは一つは保育士

の確保がうまくいかなかったというとこ

ろと、地域で差が出てきております。安威

川以北と安威川以南地域では子どもの人

数、保育のニーズにかなり偏りが出てきて

いるというところでございます。 

 特に、鳥飼地域の東部の園ではなかなか

定員も埋まらないという状況もございま

して、こういった差ができているというと

ころでございます。 

 次に、子育て支援員研修についてでござ

います。こちらのほうは受講者のほうが５

名となっております。受講料は一人当たり

税込みで２万２，７９６円となっておりま

す。テキスト代につきましては、自己負担

というところでこちらは３，５００円程度

というところで聞いております。 

 こちらは試験というものはございませ

んで、基本研修を２日間ぐらい。あと専門

研修を４日間ほど。あと施設に行って見学

研修というのを２日間ほど実施して、受講

されて修了書をお渡しさせていただくと

いうものでございます。 

 最後、一時預かり事業についてでござい

ます。こちらのほう、残額がゼロというこ

とになっておりますが、こちらは国の補助

事業で基準額が増額されたということで

予算流用をさせていただいております。必

要額を予算流用させていただいたので、執

行額は１００％というところになってお

ります。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。

定員の考え方については分かりました。保

育士が足らないというところが主な要因

ということですね。 

子育て支援員に関してですが、５名の分

で、結構な金額がかかるんだというのと、

試験はないということなんですが、基本研

修や専門研修等があるということなんで

すが、それは年何回ぐらい開催されている

ものなのか、そういったところを教えてい

ただきたい。 

 一時預かり事業に関して、これはリフレ

ッシュの部分だと思います。なかなかこれ

が実際は、あんまり機能していないという

話を聞いたことがありますから、ただ、や

っぱりこれに関してもですね、定員が空い

ていないと受けれないわけですので、ここ

に関しては保育士がいるということなん

です。だから、余分に保育士がいるところ

じゃないと受け入れができないというふ

うに聞いています。 

 なかなかそこに関しても、やはり保育士

ってふやしていかないといけないのかな

と、ここの部分、需要がふえているわけで
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すから、そういうところも思っております。 

 ですので、２点目の子育て支援員の分だ

け、ちょっとお聞きしたいです。 

 ２回目、以上です。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 子育て支援員研

修なんですけれども、市町村それぞれでや

っておりますと、かなり研修の実施につい

て費用がかかってしまうということで、大

阪府のほうで府内の市町村を取りまとめ

ていただいてですね、合同で研修を実施し

ているというところでございます。 

 通常は、年２回実施しておるところなん

ですけれども、去年いろいろ新型コロナウ

イルス感染症の影響もあって、去年は１回

のみの応募をさせていただいて、５人の方

に受講していただいたというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 年に１回だけでは予定

を合わすのが難しいのかなと思います。た

だ、それでも参加してくれる方が欲しいと

いう市の考え方だと思うんですけど、何が

言いたいかといいますとね、子育て支援員

の方って、今、保育士の資格を持っていな

いけれども、そういうところに興味がある

というか、働いてみたいなというところだ

と思うんです。 

 子育て支援員として働き出した方をで

すね、次、保育士になってもらうように、

ステップを上げられるんじゃないかなと。

子育てに関する仕事に興味があるという

ことなので、実際、仕事されてから、そこ

を目指す方も、もしかしたらいるんじゃな

いかなと。 

 そういうことに対して例えば補助であ

ったりとか、もちろん摂津市で働いてもら

うという約束の下で、そういう補助事業も

ちょっと考えていったら今後いいんじゃ

ないかなという、これは意見というか、要

望なんですけど、そういうところで保育士

の確保をしっかりとして、一時預かりの分

も予算額を超えて執行しているぐらいで

すから、やっぱり保育士確保というのが急

務なんですから、多角的な面で保育士確保

を考えて、もう一歩先の補助も考えてもら

えたらなと思って、意見で終わっておきま

す。 

 以上です。 

○弘豊委員長 では、嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 まず、児童センターの

利用状況についてお聞かせいただきたい

と思います。 

 以前から、利用される子どもの居住の校

区が非常に偏っているというお話があっ

たと思います。改めて令和２年度の実績を

受けてどうであったのか、お聞かせをいた

だきたいなと思います。 

 それと、この事務報告書を見ておりまし

ても、４月、５月と閉館していたわけです

よね。その中で改めてコロナ禍になったと

いうことも受けてですね、子どもたちの放

課後の過ごし方であったり、学校がない中

で、どのように過ごすのかということにつ

いては、改めて関心も寄せられているでし

ょうし、行政としても、こういったことに

もしっかり目を向けていくということは

大切なのかなと思っております。 

 これは令和２年度の話ではありません

けれども、安威川以南に第２児童センター

なるものを、設置をしていこうという方向

性もお示しをいただいておりますよね。そ

ういうことも受けて、児童センターといっ

たものが、子どもたちの発達、成長の中で

果たす役割をね、改めてどのように受け止
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めておられるのか、ちょっと総括的な話に

なりますけれども、お聞かせをいただきた

いなと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 ２点目に、家庭児童相談事業でございま

す。 

 まずは、令和２年度のいわゆる虐待なん

かに関する通告の件数がどのような状況

にあるのか、少しお聞かせをいただきたい

なというふうに思います。 

 それと、これ今回の一般質問の中でも触

れさせていただきましたけれども、今、社

会全体が、こういったことについて、すご

く関心をお持ちだと。だから、ちょっとし

たことでも通告をするというふうな状況

にあるのかなと思います。 

 そうなったときに懸念されるのは、虐待

といったものがより分かりにくくなると。

つまり、家庭の中で虐待が起きる場合、さ

らに密室化をしていく可能性があるんじ

ゃないかということについては、私は非常

に懸念をしておりました。改めて令和２年

度の事業を進めてこられて、どのような状

況であると考えておられるのか、これもち

ょっと総括的な話になりますけれども、お

聞かせをいただきたいなと思います。 

 それから、ファミリーサポートセンター

運営事業でございます。これ西谷委員も先

ほど質問されておられましたけれどもね。

私は、かねてから、この取り組みが果たし

て利用される方にとって、利用しやすいも

のなのかなと、その点が気になっとったん

ですよ。 

 要は自分の子どもをね、他人のお家に預

けるということについては、相当の抵抗感

もあるでしょうし、また実際に援助会員、

両方会員になろうと、子どもを預かろうと

いうときも、非常に大きなハードルがあり

ますよね。 

 例えば家の中の改修というか、例えば角

があったら直さないかんとか、そういった

いろんな条件があるじゃないですか。それ

は非常にやっぱり厳しいものだと思って

るんですよね。 

 ですから私は以前から申し上げている

のは、摂津市の特徴の一つとしてね、地域

に集会所がたくさんありますから、こうい

ったとこも使いながらね、いわゆる保育所

じゃないけれども、個人宅ではなくて、も

う少し開けたところで、何人かの援助会員

の方に来ていただいて、子どもを預かって

いくとか、そういった方向性について考え

ていくべきではないのかということを繰

り返し、この間、申し上げてまいりました。

改めて令和２年度の実績を踏まえて、どの

ような方向性を今後の展開としてお持ち

なのか、少しお聞かせをいただきたいと思

います。 

 それから子育て世代包括支援事業です。 

 これは、令和２年度の新規事業でござい

ますので、改めて令和２年度の１年で事業

を進められて、どのように今、受け止めて

おられるのか、まずお聞かせいただきたい

なと思います。 

 それから、乳幼児健診のことについても

お聞かせいただきたいと。 

 まずは１回目に、いわゆる受診率ですよ

ね。恐らく１００％に近い受診率なのかな

と思っていますけれども、その点について

お聞かせいただきたいと。 

 それと、未受診の方についてどのように

アプローチをされてこられたのか、令和２

年度の実績を踏まえて、お聞かせをいただ

きたいと思います。 

 続きまして、これも先ほどの議論にござ

いましたけれども、保育士の確保について
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お聞かせいただいたと思うんですよ。いわ

ゆる待遇の面でね、もっともっと改善をし

ていくべきではないのかというようなお

話も出ていたと思います。 

 何年か前に、埼玉県戸田市に文教上下水

道常任委員会の行政視察に行かせていた

だいたときにも、戸田市は東京都に接して

いるということで、やっぱり待遇面で、も

っともっといいものを出していかなけれ

ば保育士が集まらないというような、担当

課としての危機感があって、どんどん積極

的に、待遇面の改善をしていこうという取

り組みをされておられました。 

 確かに、待遇面ということについては非

常に大切やと思っていますけれども、それ

以外にもね、やっぱりアプローチする角度

があるんだろうと思っています。改めて令

和２年度の保育士の確保の実績を踏まえ

て、今後さらに、しっかりと保育士を確保

していくためには何が必要であると考え

ておられるのか、お聞かせをいただきたい

なと思います。 

 最後に、出生数についてお聞かせいただ

きたいと思うんです。この課題につきまし

ては年度途中に、私、一般質問の中で取り

上げさせていただきました。まだ令和２年

度の事業が終わっていない中であったん

ですけれども、やっぱり新型コロナウイル

ス感染症の影響が見られるようだという

ような答弁が当時あったと思っています。

改めて令和２年度を締められて、出生数が

どのようであったのか、ちょっとこの点に

ついてもお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 以上で、１回目とさせていただきます。 

○弘豊委員長 それでは、順番に答弁のほ

うをお願いしたいと思います。 

 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず、児童セン

ターの利用状況でございます。これまでと

あまり変わりがないのですけれども、使用

証交付状況でいいますと、全体の６５％を

摂津小学校の児童が締めております。その

次に１７％が味舌小学校、三宅柳田小学校

が１３％という状況でございます。 

 あわせて、児童センターの役割というと

ころでございます。 

 児童センターの中には、やはり遊びを通

して子どもの健全育成を図っていくとい

う大きな目的がございます。コロナ禍の中

でも、児童センターのほうで工夫をしてい

ただきまして、大阪人間科学大学の学生と

ともに、ＺＯＯＭを利用して遊びを子ども

たちに伝えたり、そういう取り組みも休館

中でありましたけれども、やってきている

ところもございます。 

 社会全体の中でやはり今、地域の希薄化

と言われるところもありまして、それに対

してやはり子どもたちへの問題点といい

ますか、いろいろと多様化しているとこも

ございますので、そういったところでも児

童センターで、異学年の子どもたちが一緒

に遊ぶということは、本当に重要な役割を

果たしているところだと思っております。 

 あわせて、地域における子どもの健全育

成活動を推進する中核的な機能、それだけ

でなくて、子育て支援の拠点としてですね、

子どもに関わる支援をより包括的に担っ

ていくことが、やはり期待されている施設

であるというふうに考えております。 

 以上です。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 家庭児童

相談事業に係りますご質問にお答えをさ

せていただきます。 

 まず、令和２年度の虐待の通告件数とい
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うことであったかと思いますけれども、令

和２年度におきましては、吹田子ども家庭

センターで受理をしたものも含めまして

摂津市管内の通告件数は、５１１人分のお

子さんの通告受理をしている状況でござ

います。 

 委員から新型コロナウイルス感染症の

影響で、お家の中で虐待等々が見えにくく

なっているのではないかというふうな懸

念もおっしゃっていただいたかと思いま

すけれども、家庭児童相談課におきまして

も、そういった影響で自宅にいる時間も長

くなっていて、生活様式も変化してきたと

ころかなというふうに考えております。 

 そんな中でも養育の困り感であったり

とか、虐待の兆候を見逃さぬよう、日頃か

ら要保護児童対策地域協議会のネットワ

ークを通じまして、支援の必要な世帯の把

握に努めておるところでございます。 

 特に学校や保育所など、日常的にお子さ

んの様子を確認できる機関と連携し、見守

りや定期的な連絡を行い、子どもの安全を

確認してきたところでございます。 

 また、令和２年度に給付されました子育

て世帯臨時特別給付金についての案内を

送付する際に、養育に関するアドバイスを

記載したパンフレットも同封させていた

だきまして、対策に努めてきたところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 ただいまのご質問

のうち、ファミリーサポートセンターに関

する内容に対しましてご答弁を申し上げ

ます。 

 ファミリーサポートセンターの方向性、

課題についてというお問いでございます

けれども、やはりいかにマッチングをさせ

るかというところが一番大きいのではな

いのかと捉えております。会員双方が安心

してサービスを依頼、提供しているものだ

というふうに把握はしておりますが、やは

り今、指摘いただきましたように、それほ

ど知らない方のお家に行ったりとか、あと、

二人きりの空間になることが不安である

とか、そういったお声も聞き及んでいると

ころでございます。 

 また事前の打ち合わせというのも必要

となっており、急遽の利用ができないとい

う課題もございますので、そういったとこ

ろを一つ一つクリアしながら、事業を実施

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、子育て世代包括支援センタ

ーの事業についての令和２年度の総括と

いうご質問に対してご答弁申し上げます。 

 子育て世代包括支援センターに関しま

しては、令和２年度に次世代育成部内に設

置をいたしまして、その理念といたしまし

ては、子育ては家庭や地域での日々の暮ら

しの中で行われるものであり、各セクショ

ンで分断されるものではなく、また、妊産

婦や乳幼児のいる家庭の状況は、経過によ

って変わるものであることから、妊娠期か

ら子育て期まで、切れ目のない支援をより

強固に行う必要があるというものが理念

としてございます。この理念を基に、全国

の市町村に令和２年度末までの設置を努

力義務として課されたものでございます。 

 本市におきましては、令和２年度は母子

保健の新規事業といたしまして、産後鬱の

予防を目的としました産婦健診と、母子の

ケアを医療機関で行う産後ケア事業、さら

に、ヘルパーによる育児の助言や支援を行

う産前産後ヘルパー事業を新規で実施い

たしまして、切れ目ない支援を母子保健と

して提供したところでございます。 
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 以上でございます。 

 続きまして、乳幼児健診の受診率と未受

診者へのアプローチについてでございま

す。 

 まず、受診率につきましては、乳幼児健

診、大きく分けて四つ実施しておりまして、

４か月健診、１歳６か月健診、２歳６か月

健診、３歳６か月検診と実施しております

が、４か月健診の受診率が令和２年度は９

６．１％、続きまして、１歳６か月健診が

９９．３％、２歳６か月健診が９４．５％、

最後に、３歳６か月健診に関しましては９

９．４％となっておりまして、４か月健診

以外は、前年度の実績を上回ったものでご

ざいます。 

 未受診の方への受診勧奨については、ま

ず、日時を指定して再度、はがきで通知の

ほうを送らせていただいております。それ

でも来なければ保健師から電話をさせて

いただきまして、それでもつながらないと

いうことであれば、保健師が訪問をしてお

ります。 

 この訪問に関しては、曜日、時間を変え

て訪問しております。加えて、医療機関へ

の受診状況をレセプトから把握をしに行

きまして、その乳幼児がもし病院にかかっ

ておれば、医師が実際に体を見て、特に何

もないなという判断をされている、もし問

題があれば、市のほうに連絡が入るという

枠組みとしております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、保育士

の確保についてでございます。 

 こちらのほうについては、先ほどから何

度かご質問のほうをいただいております。

各自治体のほうで競うように支援策が実

施されて、しかしながら、なかなか特効薬

というのがないのかなというふうに考え

ております。 

 就職する上で、処遇・待遇面というのは

もちろんのことなんですけれども、やはり

その園の保育理念であったり、保育内容で

あったり、あと、やっぱり働きやすい職場、

雰囲気のよい職場、これも重要なポイント

であろうかというふうに考えております。

働きやすい職場、雰囲気のよい職場という

のはですね、就職してからも辞める人は少

ないのかなと、離職の防止にもつながるの

かなというふうに考えているところでご

ざいます。 

 そのためには、やはり園のほうでもいろ

いろ創意工夫で、働きやすい職場、雰囲気

のよい職場をつくっていくというところ

と、それをやはり外に発信していく、アピ

ールしていくことも重要なのかなという

ふうに考えているところです。 

 そういった園が取り組んで、それを発信

する、それを市のほうが支援していけるよ

うな形を取っていけないのかな、そういっ

た支援策を検討していきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 出生数についての

ご質問に関してご答弁申し上げます。 

 出生に関して新型コロナウイルス感染

症の影響があったのではないかというお

問いでございますけれども、確かに私ども

の課の保健師あてに様々な問い合わせが

入っております。いわゆる妊活をするに当

たって、新型コロナウイルス感染症がどう

いった影響をおなかの赤ちゃんに及ぼす

のかということや、移動制限がかかる中で、

出産後の里帰りができないというところ

で出産をためらう、妊活をためらうという
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お声も実際に聞いているところでござい

ます。 

 実際、出生の数字といたしましては、令

和元年度が７６５名で、令和２年度が７５

５名であり、若干減っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 それでは、嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ありがとうございま

した。 

 まず、児童センターのことからね、先ほ

ど答弁をいただきまして、なるほどＺＯＯ

Ｍを通じて子どもというのは遊ぶという

ような、ちょっと今までなかったようなこ

とをされておられるんだなと改めて認識

をいたしました。 

 私は、以前から特に小学生の放課後の過

ごし方、遊び方についてちょっと目を向け

てほしいんだというお話をよくしていた

んですよね。 

 例えば学校のグラウンドを使ったりだ

とか、そこで思いっ切り活発に体を使って、

思いっ切り走り回ったりしてね、過ごして

ほしいなという話もさせていただいてい

て、改めて放課後ね、子どもたちがどのよ

うに過ごしているかなということについ

ては、それは大切なお話やというふうに思

っていたんですね。児童センターの役割と

いうことを考えると、それだけではなくて

今後、そのＺＯＯＭを通じてとかいうよう

なことで、子どもたちはいろいろな学びが

できるんやろうなというふうに思うんで

すよ。 

 今後の話になりますけれども、そういっ

たことを安威川以南にも広げていただく

とね、さらに、その効果は出てくるのやろ

なというふうに思っていますので、ぜひ児

童センターがあるからこそできるね、子ど

もたちの学びをぜひ研さんを深めていた

だいて、さらに研修も進めていっていただ

きたいですし、よろしくお願いしたいなと、

要望として申し上げておきたいと思いま

す。 

 それから、家庭児童相談事業でございま

して、令和２年度の通告の実数についても

お聞かせをいただきました。やっぱり新型

コロナウイルス感染症の影響もあるやろ

うなというお話でありましたし、そのこと

については、要保護児童対策地域協議会を

通じて、しっかりと向き合っているのやと

いうようなお話だったんですけれどもね。 

 やっぱり虐待の話については基本的に

都道府県の子ども家庭支援センターがや

っぱり権限を持ってやっていくわけです

よね。こないだの一般質問からも、摂津市

の体制として、本当に十分なのかというよ

うなお話がございましたよね。確かに、人

数的にはやっぱり限界もあると思います。 

 でも、やっぱり一番の限界は、摂津市に

権限がないのやということだと思うんで

すよ。あくまでも都道府県の子ども家庭支

援センターがやる事業について補佐をす

るというかね、それが摂津市の立場である

わけですから、やはり要保護児童対策地域

協議会の中でね、こないだ一般質問の中で

申し上げましたけれども、第三者の方に入

っていただいて、一つ一つの案件について、

これは摂津市として地域見守りで対応で

きるということなのか、いや、もっと強い

権限も持ちながら、子ども家庭支援センタ

ーのほうでしっかりと向き合っていくべ

きなのかということについて、色分けをし

ていかなあかんと思うんですよ。その中で

限られた人数の中でね、最大限の努力をし

ていくということが必要なんだろうなと

いうふうに思っています。 
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 これは令和３年度の話になってしまう

のでね、３歳４か月の子の虐待の死亡事案

というのは、もう今日は申し上げませんけ

れども、やはりこれまでの取り組みも一度

振り返っていただいて、実際に本市でね、

あのような悲しい事件が起こったんやと

いうことも踏まえてね、より効果的に動け

る体制づくりについても、しっかりと考え

ていただきたいなと思っておりますので、

この点については、まだまだこれから虐待

予防等のネットワーク会議なんかでも振

り返りもされるでしょうし、今後の体制づ

くりについても、さらにその中で、新たな

気づきもあるのかもしれませんので、今日、

質問としては、もうこれで終わっておきま

すけれども、引き続き、しっかりと目を向

けていただきたいなと、要望として申し上

げておきたいと思います。 

 続いて、ファミリーサポートセンターの

件なんですけれどね。課長も認識をしてい

ただいているように、いわゆる非常に閉ざ

された空間の中で預けることの抵抗感で

あるとか、あるいは、とっさに対応できな

いという弱点があるわけですよね。 

 例えば、子どもが二人いて、幼稚園に子

どもを連れていかなあかん。でも、その子

の弟や妹が急遽体調を悪くして、病院にも

行かなあかんとなったときに、そういった

ときなんか対応してほしいなというのが、

本来のやっぱりファミリーサポートセン

ター事業の役割やと私は思うんですよね。 

 そうなると、やっぱり保育所、幼稚園の

送り迎えなんかを代行していただけると

ね、非常にありがたいだろうし、そういっ

たところもしっかりと踏まえていきなが

ら、やっていくべき取り組みやと思ってい

るんですよね。 

 そういった取り組みを今後どうしてい

くのか、ファミリーサポートセンター事業

ではない、また別のサービスとして、それ

をやっていくのか。あるいはファミリーサ

ポートセンター事業としての取り組みを

充実させていきながらね、そういったとこ

ろに、いわゆる手の届かないところに、し

っかりと手を差し伸べていくという方向

で行くのかね、ちょっと今後の方向性につ

いて、課長から答弁をいただければと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 それから、子育て世代包括支援事業のこ

とについて、新規事業としてお聞かせをい

ただきました。まだこれは令和２年度から

始まった取り組みでもございますし、今、

国では、子ども庁というような話もできて

いる中で、摂津市がやっている方向性とい

うのは、そういったところに合致をしてい

る取り組みなんやろうなというふうに思

っています。 

 ですので、これに関わる部署で、しっか

りと情報共有をさらに活性化していただ

いて、まさに、おっしゃっておられる妊娠

期から、しっかりと子どもの成長を追って

いけるような、そういった取り組みの充実

を要望として申し上げておきたいと思い

ます。 

 続いて、乳幼児健診のことなんですけれ

ども、今、課長から令和２年度の実績値を

お聞かせをいただいて、私は正直申し上げ

ると、もうちょっと高いのかなと思ってい

ました。特に４か月の検診が９６．１％と

いうのは、もうちょっと課題意識を持たな

あかんのかなと正直思っています。 

 じゃあ、実際、未受診の方に、どう対応

していくのかということで、いろいろ細か

くご説明をいただきました。最終的には訪

問もして、さらに、併せて医療機関のレセ

プトも確認をしてというお話ですよね。訪
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問をしても会えなかったら、じゃあどうす

るのかというところですわ。ちょっとそこ

ら辺については、もう少し踏み込んだ対応

が必要だと思っていますけれど、ちょっと

その点について２度目、お聞かせいただけ

ますか。 

 それから、保育士の確保のところなんで

すけれど、これ以前も私は申し上げたこと

があったと思うんですけれど、処遇面だけ

ではなくてね、やっぱり保育士のやりがい

ということが大切なんだろうと思ってい

るんですね。じゃ、どこに保育士がやりが

いを感じるかといったら、やっぱり自分た

ちが向き合ってきたが子どもがね、成長し

ている、自分たちが向き合ってやってきた

ことが生かされているなということを実

感することだと思っているんですよ。 

 そういったことを考えると、例えば小学

校で、いろいろイベントがあったりします

よね。そこに保育士に行っていただいて、

成長した教え子の姿を確認して、立派に大

きくなってるな、そういったことを感じら

れるというのは、やはりやりがいも感じる

やろうなと。そうなのであれば、もっとも

っと頑張れるような、それが摂津市で保育

士を確保していくね、大切な視点ではない

かと思います。 

 確かに処遇面は大切ですし、そこでいろ

いろ都市間で競争があるのかもしれませ

ん。でも、そこだけではなくてね、ちょっ

とまた別の角度から、摂津市の保育士確保

についても考えるべきではないのかなと

思っているんですけれど、ちょっとその点

について２回目、お願いできますか。 

 それから、出生数のことなんですけれど

も、若干減っている傾向にあるということ

でございます。摂津市の人口の形態を考え

ると、やっぱりもっとお子さんを産んでい

ただけるような取り組みについて、積極的

にやっていくということは、まさに人口の

状況を考えると、もっともっと使命感を持

ってやらないかんのかなというふうに思

っています。 

 これは非常に難しいお話ですが。まさに、

我が国全体の課題でもあるので、いろんな

角度から、いかに出生数を上げていくのか

ということについては、これは非常に大き

な課題だと思っていますので、今後ぜひ各

課とも連携をしていただきながらね、摂津

市ならではの少子化対策を打ち出してい

ただけるように、これもお願いとして申し

上げておきたいと思います。 

 ２回目、以上で終わりとします。 

○弘豊委員長 坂本課長。 

○坂本出産育児課長 それでは、ただいま

のご質問に関しましてご答弁を申し上げ

ます。 

 まず、ファミリーサポートセンターの今

後の方向性というところでございます。フ

ァミリーサポートセンター事業での児童

の預かり場所といたしましては、市の要綱

に、「原則として援助会員の家庭にて行う

ものとする」としておりますが、考え方と

しては、子どもの安全・安心が守れる場所

であれば、どこでも可能である考え方です

ので、先ほどおっしゃっていただきました

ように、集会所であったりとか、公園等で

の預かりというのは可能でございます。実

際にそういう形態を取っている方もいら

っしゃいます。 

 しかしながら、子どもを集めての預りと

いうことになりますと、それは国の要綱に

「活動に当たり、一度に預かることができ

る子どもの人数は、援助を行う会員一人に

つき原則一人とする」という文言がござい

まして、この趣旨とずれてくることとなっ
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てしまいますので、現在の制度では難しい

のかなと捉えております。 

 ただ、先ほどおっしゃられたような子ど

もが急に熱を出したとか、そういった対応

に関しましては、出産育児課といたしまし

ては、産後ケアであるとか、産前産後ヘル

パーという制度を準備しておりますし、次

世代育成部全体で見ますと一時保育制度

であるとか、家庭児童相談課におけるショ

ートステイという制度もございますので、

居場所づくりに関しましては、部全体で考

えてまいりたいと考えます。 

 続きまして、乳幼児健診の未受診者訪問

で会えない場合はどうするのか、また４か

月健診の受診率がもう少し高くあるべき

ではないのかというお問いに関してでご

ざいますけれども、４か月健診の受診率は

９６．１％となっておりまして、確かに１

００％には届いておりません。 

 この理由といたしましては、中には、里

帰り出産で、４か月の時点でまだ摂津市に

いらっしゃらないという方も、若干ですけ

れども含まれております。 

 ただ、その方を除いても１００％になっ

ていないというところは事実としてござ

いまして、訪問して会えなければ、最終の

ところでレセプトの確認をしているとこ

ろでございます。そのレセプトの確認をし

ても、病院の受診実態がないということで

あれば、そこはもう会えないことがリスク

だというふうに判断いたしまして、出産育

児課だけではなくて、家庭児童相談課に報

告をいたしまして、次世代育成部として連

携をして、見守りを行っていくという体制

を取っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 保育士確保につ

いてでございます。 

 その中で保育士のやりがいというとこ

ろでございますけれども、やはり子どもの

成長を感じられるというのは、非常に大切

な視点なのかなというふうに考えており

ます。 

 ゼロ歳から保育所に入って卒園するま

で、それまで６年間ですけれども、その間

の子どもは一番成長するんですね。それを

感じられるというところはあると思うん

ですけれども、さらに、その上ですね、小

学校になってというところだと思います。 

 個人的に小学校の運動会を見に行くと

いうようなことも聞いたりはしておりま

すが、現在そういった仕組みといいますか、

そういったものはないような状況です。 

 そういった仕組み、機会を設けるという

ことについて、また実際、園長先生である

とか、保育士の意見を聞いたりとかですね、

小学校での調整も必要になるかと思いま

すけれども、そういった機会を設けること

については、今後検討していきたいなとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 まず、ファミリーサポ

ートセンターの件なんですけれども、確か

に、この事業だけではなくて、いろんな事

業を活用しながら、あらゆるケースを想定

して、対応できるようにということで、や

っていただいているんだなということは、

先ほどの答弁から感じることができたの

でね、ぜひですね、実際にやっぱり子ども

を育てている中では、本当にいろんなこと

が出てくるわけですよ。そういったことに

やっぱりきめ細かく対応できるというこ

とは、非常に大切な取り組みなんだろうと

思っていますので、この事業だけではなく
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て、あらゆる取り組みを活用して、とにか

く相談すれば何とか解決してもらえるの

やなというような体制づくりをね、ぜひ行

っていただきたいので、要望として申し上

げておきたいなと思います。 

 次の乳幼児健診の話なんですけれども、

２度目の答弁をいただきまして、訪問して

も会えなかったらレセプトも確認します

よ。レセプトもないとなれば、家庭児童相

談課に、その件を報告する。そうしたら家

庭児童相談課は、それを受けられて、実際

どのようにされるのかね、ちょっと事務的

な話になりますけれど、一度お聞かせいた

だけますか。お願いいたします。 

 それと最後、保育士の確保の問題なんで

すけれども、やっぱり子どもの成長を感じ

られる場というのは、保育士にとって何物

にも代え難いものなのではないかなと思

います。 

 これも私の個人的な話になりますけれ

ども、私の子どもが小学校１年生のときに、

学級補助員制度というのがあって、担任の

先生だけではなくて補助員の方にも、やっ

ぱりいろいろと向き合っていただくんで

すね。 

 その補助員もね、やっぱり今でも私が会

うと、子どもがどうしているのかという話

になるわけですよ。実際に、どっかでばっ

たり会ったりしたら、覚えてくれていたり

するものなんですよね。そうやって大きく

なってるというのを感じられるというの

は、やっぱり非常にうれしいものだろうし、

私は、処遇よりもそっちのほうがね、大切

ではないかなと実は思っているぐらいで

すよ。 

 ですので、しっかりそういったこともね、

摂津市として、しっかり打ち出せるような

取り組みを、実際に小学校の運動会に個人

として見に行かれることもあるようだと

いうお話でありましたけれども、もちろん

それも大歓迎でありますしね、やっぱり摂

津市の保育士にそういった子どもの成長

を感じられるような取り組みを、制度とは

言いませんけれども、もっともっとつくっ

ていっていただきたいなと。 

 その結果として保育士の中で、摂津市で

保育することがやっぱり幸せやなと感じ

ていただけるような雰囲気づくりをお願

いしておきたいなと思います。 

 １点だけ、お願いいたします。 

○弘豊委員長 田村課長代理。 

○田村家庭児童相談課長代理 先ほどの

乳幼児健診を受けられておられなくて、そ

の後、確認ができない場合のご質問に答弁

をさせていただきます。 

 出産育児課からそういった情報を頂き

まして、現認ができないというような状況

でございましたら虐待通告として受理を

いたしまして、要保護児童対策地域協議会

のネットワークを通じ、安全確認を進めて

いくこととなります。 

 どうしても状況が確認できないという

状況でございましたら、家庭児童相談課の

職員並びに出産育児課が一緒に行かせて

いただく場合もあるかと思いますけれど

も、家庭訪問を実施させていただいて、安

全確認を実施していくというような状況

になっていこうかと思います。 

 以上でございます。 

○弘豊委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 ありがとうございま

す。よく分かりました。 

 乳幼児健診の目的というのは、その赤ち

ゃんの発達の段階をしっかりと確認して

いくということが目的であって、あくまで

も主な目的ではありませんけれども、虐待
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があるかどうか確認をする、それは結果と

して、そこで分かることもあるわけですよ

ね。ぜひそういったことも活用していただ

いて、摂津市の中で虐待といったものが１

件でも減らせるような体制づくりついて、

よろしくお願いをしたいなというふうに

思います。 

 ちょっとごめんなさい。忘れていました。

乳幼児健診のことなんですけれど、以前民

生常任委員会で所轄しているときに、一度

申し上げたことがあったんですけれども、

実は、視力なんかに関する詳しい検査をや

っていただきたいというお話をかつてし

たことがあったんですね。 

 というのは、私の息子の友達が今、弱視

で非常に困っているんですよ。弱視である

と気づいたのが、たしか幼稚園に行ってる

ときでしたかね。それがもうちょっと早く

気づいて矯正治療なんかができていたら、

そういった状況は防げたんやというお話

を聞いたことがあったんですよね。しかし、

子どもってなかなかね、その状況を説明す

ることは難しいですし、親が子どもの視力

について気づくのは非常に難しいわけで

すよね。 

 そのときに精密な検査をできておれば

なというようなことを強く思っていまし

てね。希望される方には、そういった案内

もしていくということは必要でないのか

なというふうに思っているんですね。 

 現在は、摂津市の中でやっていないのか

なと思いますけれども、ちょっとそういっ

たことも少し視点として持っていただき

ながら、対応していただければなと思って

いますので、要望として申し上げておきた

いと思います。 

 以上で、終わらせていただきます。 

○弘豊委員長 以上で、質疑を終わります。 

本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後５時２分 散会） 
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